
豊
子
榿

と
ゴ

ッ
ホ

ゴ

ッ
ホ
作
品

を
通
し

て
の
伝
統
再
発
見

西

槇

偉

豊子愃 とゴッホ

は
じ
め
に

伝
統
文
人

の
素
質
を
備
え
て
い
な
が
ら
、
近
代
西
洋
美
術
に
深
く
関
わ

っ
た

ほ
う
し

が
い

豊

子

榿

(
一
八
九

八
-

一
九
七

五

)

は
、

一
九

二

九

年

(民
国

十

八
年

)

に

フ

ィ

ソ

セ

ソ

ト

・
フ

ァ

ソ

・
ゴ

ッ

ホ

(
一
八

五

三

ー

九

〇

)

の
伝

記

『
谷

訶

生

活

(
ゴ

ッ
ホ

の
人
生

)
』

を

出

版

し

た
。

そ

れ

は

民

国

期

に
出

さ

れ

た

数

少

な

い
西

　
ユ

　

洋
画
家
伝
記
の

一
冊
と
し
て
重
要

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
豊
子
榿

の
西
洋
美

術
研
究

の
到
達
点
と
し
て
も
意
義
深
い
も

の
で
あ

っ
た
。
こ
の
伝
記
は
大
正
か

ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
洋
画
家
、
美

術
評
論
家
黒
田
重
太
郎

(
一
八
八
七

-

一
九
七
〇
)
の

『プ

ン
・
ゴ
オ
グ
』
(
一
九
二

一
年
)
か
ら
東
洋
風
な
画
家

ゴ

ッ
ホ
の
イ
メ
ー
ジ
を
抽
出
し
、
印
象
を
か
な
り
強

い
形
で
打
ち
出
し
た
と
論
じ

　
　

　

た
こ
と
が
あ
る
。
商
業
主
義
を
嫌
悪
し
て
、
清
貧

に
甘
ん
じ
、
自
己
表
現

の
た

め
に
の
み
制
作
し
、
そ
の
手
法
は
即
興
的

で
あ
り
、
作
品
に
は
筆
の
タ
ッ
チ
が

目
立

つ
な
ど
と
、
人
間
像
と
作
風
と
も

に
東
洋
的

に
な

っ
た
、
と
豊
子
憧
は
ゴ

ッ
ホ
を
と
ら
え
た
の
だ
。

主

に
ゴ
ッ
ホ
に
ま

つ
わ
る
言
説
を
通
し
て
、
ゴ

ッ
ホ
を
東
洋
風
な
画
家
と
み

な
し
た
豊
子
愃
が
、
み
ず
か
ら
伝
統
文
化
を
再
認
識
し
、
自
文
化
優
位
論
ま
で

発
展
さ
せ
て
い
っ
た
わ
け
だ
が
、
彼
は
ゴ

ッ
ホ
の
作
品
そ
の
も

の
を
ど
の
よ
う

に
見

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
東
洋
風
に
な

っ
た
と
評
す
る
そ
れ
ら
か
ら
、
ど

の

よ
う
な
影
響
を
こ
う
む

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
論
は
こ
れ
ら
の
疑
問

に
答
え
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
言
説
重
視

の
ゴ
ッ
ホ
理
解
と
い
う
側
面
が
あ

っ
た
ろ
う

が
、
作
品
の
複
製
図
版
も
多
く
見
ら
れ
た
は
ず

で
、
ゴ

ッ
ホ
作
品

の
受
容
も
明

ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
で
あ
る
。

豊
子
榿
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
画
業
と
西
洋
美
術
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
彼

の
中
国
美
術
優
位
論
が
、
そ
の
西
洋

美
術
受
容

の
重
要
性
を
軽
視
さ
せ
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な

い
か
、
と
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ヨ

　

筆
者
は
近
稿
で
も
触
れ
た
。
本
稿

は
、
豊

子
愃
が
ジ

ャ
ン

・
フ
ラ
ン
ソ
ワ

・
、ミ

レ
ー

(
一
八
一
四
i
七
五
)
か
ら
受
け
た
影

響
を
と
り
あ
げ

た
近
稿

の
姉
妹
篇

と
な
る
。

本
論
で
は
ま
ず

ミ
レ
ー
に
も
通
じ
る

「
子
ど
も
」
「宗
教
」
「労
働
」
を
描

い

た
ゴ

ッ
ホ
作
品
と
豊
子
榿
と
の
関
連
を
検

証
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
そ
れ

か
ら
ゴ
ッ
ホ
の
肖
像
画
、
静
物
画
、
群
像

表
現
な
ど
が
彼
に
そ
れ
ぞ
れ
ど

の
よ

う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
探
り
、
最
後

に
そ

の
ゴ

ッ
ホ
受
容

の
特
徴
を
究
明

し
た
い
。一

ゴ

ッ

ホ

と

ミ

レ

ー

一
九
二

一
年
早
春
、
洋
画
家
を
目
指
し

て
豊
子
榿

は
日
本

に
渡

っ
た
。
同
年

三
月
白
樺
美
術
館
第

一
回
展

(会
期
は
三
月
五
日
か
ら
十
三
日
)
が
開
催
さ
れ
、

こ
の
展
覧
会

に
お
い
て
ゴ

ッ
ホ
の
作
品

(「向
日
葵
」)
が
初

め
て
日
本
に
も
た

　
る

　

ら
さ
れ
、
公
開
さ
れ
た
。
豊
子
榿
が
そ
れ

を
見
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。

し
か
し
、
展
覧
会

の
直
後
に
出
版
さ
れ
た
ゴ

ッ
ホ
の
評
伝

『プ

ソ
・
ゴ
オ
グ
』

(四
月
五
日
初
版
、
四
月
二
十
五
日
四
版
)
が
彼

に
決
定
的

な
影
響
を
与
え
た

の

は
確
か
で
あ
る
。
六
月
に
白
樺
社
か
ら

『
セ
ザ
ン
ヌ
ゴ
オ
ホ
画
集
』
も
刊
行
さ

れ
、
豊
子
榿
が
ゴ

ッ
ホ
に
出
会

っ
た
の
は

こ
の
日
本
留
学
期
と
考
え
ら
れ
る
。

同
年
末
帰
国
す
る
ま
で
に
、
後
の
彼

の
画
業
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

に
な
る
竹
久
夢
二

(
一
八
八
四
-

一
九
三
四
)
や
ミ
レ
ー
の
作
品
と
の
出
会

い

　
　

　

も
あ

っ
た
。
竹
久
夢
二
や
ミ
レ
ー
と

の
関
連

に
お
い
て
、
豊
子
榿

は
彼
ら

の
構

図
や
モ
チ
ー
フ
を
摂
取
し
て
は
、
多
様
な
作
品
を
描

い
て
い
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、

よ
く
意
味
が
添
え
ら
れ
、
文
学
的
な
色
彩
を
帯
び
る
こ
と
も
し
ば
し
ぼ
で
あ

っ

た
。ゴ

ッ
ホ
と
ミ
レ
ー
は
人
間
像
、
作
品

モ
チ
ー
フ
な
ど
本
質
的

に
重
な
る
と
こ

ろ
が
大
き
く
、
両
者
と
も
に
人
格
、
思
想
が
優
れ
た
画
家
と
し
て
、
豊
子
榿

に

よ

っ
て
高
く
評
価
さ
れ
た
の
だ
と
い
え
る
。
筆
者
は
近
稿
で
、

ミ
レ
ー
の

「子

ど
も
」
「宗
教
」
「労
働
」
モ
チ
ー
フ
と
豊
子
榿

の
関
わ
り
を
論
じ
た
が
、

、・・
レ

ー
を
受
け
継
ぐ
ゴ
ッ
ホ
の
同
類

の
作
品
に
も
、
彼

は
注
目
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。ま

ず
、
「
子
ど
も
」
を
描

い
た
豊
子
榿

の
作
品

に
関
し
て
、
ゴ

ッ
ホ
と

の
関

連
は
か
な
り
深

い
。
こ
こ
で
は
、
「
二
人
の
子
ど
も
」
(図
版
1
、

一
八
九
〇
年
)

や

「
マ
ル
セ
ル
・
ル
ー
ラ
ン
坊
や
の
肖
像
」

(図
版
2
、

一
八
八
八
年
)、
そ
し

て

「歩
く
恋
人
た
ち
の
い
る
跳
ね
橋

の
風
景
」

(図
版
3
、

一
八
八
八
年
)
が
豊

子
榿

に
落
と
し
た
影
を
見
て
い
き
た
い
。
こ
の
三
作
品

の
複
製
図
版
は
い
ず
れ

も

『ゴ
オ
ホ
』
(中
川

一
政
著
、

ア
ル
ス
、

一
九
二
五
年
初
版
、

一
九
二
八
年

普
及
版
)
に
収
録
さ
れ
、
本
書
も
含
め
て
日
本
で
出
版
さ
れ
た
ゴ

ッ
ホ
の
評
伝

　
　

　

や
画
集
が
豊
子
榿

の
手
元
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

「
二
人
の
子
ど
も
」
は
頭

に
被
り
物
を
し
、
両
手
を
前

に
組
み
、
寄
り
添

っ
て

座

る
二
人

の
子
ど
も
を
描

い
て
い
る
。
被
り
物
を
し
た
頭
や
、
ド
レ
ス
を
着
た

体

の
輪
郭
線
が

は
っ
き
り
と
描
か
れ
、
背
景
の
建
物
、
窓
も
簡
略
な
輪
郭
線

で

示
さ
れ
る
。
画
面
に
は
子
ど
も
を
大
き
く
描
き
、
背
景
を
辺
縁

に
狭
め
、
二
人
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豊子榿 とゴッホ

図3ゴ ッホ 「歩 く恋人た ちのいる跳 ね橋 の風景 」1888年

図1ゴ ッホ 「二人 の子 ども」1890年

図4豊 子榿 「姉 妹」 『児童 漫画』1932年

図2ゴ ッホ 「マルセル ・ル ーラソ坊や の肖像」

1888年

の
子
ど
も
の
親
密
感
を
よ
く
表
し

て
い
る
。

こ
の
作
品
か
ら
、
豊
子

榿

の

「姉
妹
」
(図
版
4
、
『児
童

漫
画
』

一
九
三
二
年
)
や

「兄
弟
」

(『学
生
漫
画
』

一
九
三

一
年
)
が

生
ま
れ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

「姉
妹
」
は
豊
子
榿
自
身

の
二
人

の
娘

を

モ
デ

ル
に
し

た
作
品

と

　
　

　

い
う
。
椅
子
に
座
る
二
人
の
女
児

が
本
を
開

い
て

一
緒
に
見

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

二
人
と
も
左
手
が
本

の
ペ
ー
ジ
を
指
差
し
、

話
し
合

っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
体

の
輪
郭
線

を
重
視

し
た
描
き
方
、

モ
デ

ル
の
向
き
な
ど
、

「
二
人

の
子
ど
も
」
に
通
じ
る
。

一
方
、
両
作
品
間
の
相
違
も
無
視
で
き
な
い
。

「
二
人

の
子
ど
も
」
は

「姉
妹
」
と
異
な
り
、

全
身
像

で
な
く
、

モ
デ

ル
の
ポ
ー
ズ
に
は
意
味

(「姉
妹
」
の
場
合
は

「読
書
」)
を
付
さ
ず
、
人

物
中
心

の
構
図
な
が
ら
辺
縁
に
背
景
を
省
か
な

い
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
違

い
の
存
在
は
、
両

作
品

の
関
連
を
否
定
す
る
も

の
で
は
な
く
、
む
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し
ろ
作
者

の
表
現
方
法
、
ひ
い
て
は
東
西
両
洋
美
術
の
相
違
を
露
呈
さ
せ
る
。

豊
子
榿

の
西
洋
美
術
摂
取
の
特
徴
が
窺
え

る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

ミ
レ
ー
に
つ
い
て
も
同
様
だ
が
、
豊
子
榿
は
し
ぼ
し
ぼ
西
洋
絵
画

の
モ
チ
ー

フ
、
人
物
ポ
ー
ズ
に
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
を
加
え
、
み
ず
か
ら
の
作
品
を
仕
上
げ

る
。
意
味
内
容
が
詩

に
発
展
す
る
こ
と
も

よ
く
あ
る
。
人
物

モ
デ

ル
の
ポ
ー
ズ

の
み
で
な
く
、
そ
の
意
味
を
描
写
す
る
た
め
、
全
身
像
が
多
く
、
背
景

は
あ
ま

り
重
要
視
さ
れ
な
い
。
こ
う
し
た
手
法
は
色
彩
に
よ

っ
て
、
額
縁

で
切
り
取
ら

れ
た
画
面

の
表
現
を
追
究
す
る
西
洋
絵
画

の
方
法
と
は
異
な
る
、
東
洋
文
人
画

の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
主
に
墨

の
線
を
用

い
て
、
余
白
を
残
す
た
め
、

区
切
ら
れ
た
画
面
構
成
を
目
指
さ
ず
、
人
物

は
全
身
像
を
描
く
こ
と
が
多

い
。

色
彩
を
主
眼

に
置
か
な
い
ゆ
え
、
描
か
れ

た
意
味
が

い
よ
い
よ
求

め
ら
れ
、
絵

画
が

つ
い
に
文
学
に
接
近
す
る
。

「姉
妹
」
「兄
弟
」
の
ほ
か
に
も
、
「
二
人

の
子
ど
も
」
に
見
ら
れ
る
情
趣
を
表

し
た
作
品
は
豊
子
愃

に
数
点
あ
る
。
た
と
え
ば

「活
動
読
書

(ブ
ラ
ン
コ
に
揺

ら
れ
て
読
む
)」
(『児
童
生
活
漫
画
』

一
九
三

二
年
)、
「活
動
唱
歌

(ブ
ラ
ソ
コ
に

揺
ら
れ
て
歌
う
)」
(同
前
)、
「夏
」

(同
前
)、
「冬
夜

(冬
の
夜
)
」
(図
版
5
、
同

前
)、
「夢

(
一
、
二
)
」
(同
前
)
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら

の
作
例

は
モ

デ

ル
か
ら
斜
め
の
視
点
を
と
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
左
右
対
照

の
画
面
構
成

で
あ
る
。

篆
刻
な
ど
の
よ
う
な
中
国
的
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
の
特
色
を
示
し
て
い
よ

う
。一

方
、
「
マ
ル
セ
ル
・
ル
ー
ラ
ン
坊
や

の
肖
像
」
は
帽
子
を
被

っ
た
赤
子
の

肖
像
で
、
両
手
は
胸

の
前

で
触
れ
合

っ
て
い
る
。
帽
子
、
顔
、
腕

の
輪
郭
線
が

や
や
目
立

つ
。
こ
の
作
品
と

「初
読

(初
め
て
の
読
書
)」

(図
版
6
、
前
掲

『児

童
生
活
漫
画
』
)
と
の
類
似
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

前
述

の
よ
う
に
、
「読
書
」
と
い
う
行
為
が
加
え
ら
れ
た
の
は
、
豊
子
榿

の

表
現
方
法
に
は
必
要

で
あ
り
、
画
面
構
成

に
つ
い
て
も
上
方
に
は
子
ど
も
の
上

半
身
全
像
、
下
方

に
は
机
と
本
を
配
置
し
、
背
景
も
縁
取
り
も
さ
れ
て
い
な

い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ぴ

っ
た
り
と
被

っ
た
縁

の
あ
る
丸
帽
子
、
目
鼻
、
頬
を
力

強

い
線
で
簡
略

に
描
い
た
と
こ
ろ
や
、
手

の
描
写
、
折

っ
た
袖
を
線

で
表
現
し

た
と
こ
ろ
な
ど
、
共
通
点
が
見
出
さ
れ
る
。
「
二
人

の
子
ど
も
」
同
様
、
輪
郭

線
を
重
視
し
た
描
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
線
描
に
よ
る
子
ど
も
の
肖
像
を
後

年
豊
子
愃
は
孫
を

モ
デ

ル
に
ふ
た
た
び
描
く
の
だ
が
、
そ
こ
で
は
毛
筆

の
線

の

表
現
が
さ
ら
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
「歩
く
恋
人
た
ち
の
い
る
跳
ね
橋

の
風
景
」

の
図
版
は
雑
誌

『白
樺
』

の
裏
表
紙

(第
二
巻
十
号
、

一
九

一
一
年
十
月
)、
ま
た
は

『現
代

の
洋
画
』
(十

七
号
、
「後
期
印
象
派
」
特
集
号
、

一
九

=
二
年
八
月
)
の
表
紙
と
し
て
も
掲
載
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
、
も
と
は
ゴ
ッ
ホ
の
手
紙
に
描

か
れ
た
デ

ッ
サ
ソ
で
あ
る
。

豊
子
榿
が
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
お
そ
ら
く

『
ゴ
オ
ホ
』

の
挿
絵

で
あ

ろ
う
。
二
組
の
恋
人
が
川
辺
を
歩
き
、
画
面
上
方
の
跳
ね
橋

の
ほ
う

へ
向

か
っ

て
い
る
。
行
く
手

に
は
丸

い
太
陽
が
黄
色
に
輝
き
、
道
を
薔
薇
色

(デ
ッ
サ
ソ

に
は
ゴ
ッ
ホ
自
身
の
文
字
で
色
彩
の
メ
モ
が
書
か
れ
て
い
る
)、
川
面
を
オ
レ
ン
ジ

色

に
染
め
、
心
が
浮
き
た

つ
シ
ー
ン
で
あ
る
。
中
川

一
政

(
一
八
九
三
-

一
九
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図5豊 子榿 「冬 夜」『児童生 活漫画』1932年図6豊 子榿 「初読」 『児童生活漫画』1932年

九

一
)
著
書
掲
載
図
版
に
は
タ
イ
ト
ル
は
な
い
も

の
の
、
肩
を
組

ん
で
歩
く
男

女
だ
と
わ
か
る
。
こ
の
小
さ
な
挿
絵
が
豊
子
榿

の
あ
ま
た
の
肩
を
組
む
人
物
像

を
生

み
出
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
味

で
興
味
を
ひ
く
。
ま
ず
、
「子
ど
も
」
や
若

い
学
生

に
応
用
さ
れ
た
も
の
か
ら
取
り
上
げ
た
い
。

「℃
〉
舅
ω
」
(図
版
7
、
前
掲

『学
生
漫
画
』)
は
二
組

の
学
生
が
肩
を
組

ん
で

歩
く
と
こ
ろ
を
描

い
た
も
の
で
あ
る
。
足
元

の
道

は
簡
潔

に
描

か
れ
、
背
景
は

な
い
。
豊
子
愃
が
描
く
の
は
恋
人
同
士
で
は
な
く
、
前
方
は
二
人
の
男
子
生
徒
、

後
方
二
人

の
人
物
の
性
別
は
や
や
わ
か
り
に
く
い
。
し
か
し
、
後
年
に
描
き
直

し
た
同

モ
チ
ー
フ
の
作
品
を
見
る
と
、
後
方
も
長

い
服
を
着
た
男
子
生
徒
と
見

る
こ
と
が

で
き
る
。
洋
風
な
学
生
服
を
着

た
二
人
は
後
方

の
伝
統
的
な
服
装

の

二
人
に
比
べ
、
ず
い
ぶ
ん
意
気
揚
揚
と
歩

い
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
そ
う
し
た

対
比
を
表
そ
う
と
し
た
作
品
に
見
え
る
。
人
物

の
組
み
合
わ
せ
、
構
図
と
も

に

異
な
る
と
は
い
え
、
同
じ
道
を
相
前
後
し
て
親
密
に
歩
く
二
組

の
人
物
図
と
し

て
、
両
作
品
が
共
通
す
る
。
ま
た
、
同
じ
服
装
を
し
た
二
人
連
れ
が
前
後
し
て

歩
く
と
こ
ろ
を
描

い
た
ゴ

ッ
ホ
の

「五
人
の
人
物

の
い
る
オ
ー
ヴ

ェ
ー
ル
の
道

と
階
段
」
(図
版
8
、

一
八
九
〇
年
)
が

『
ゴ
オ
ホ
』
に
収
録
さ
れ
、
そ
の
カ
ラ

ー
図
版
が
豊
子
榿
編
著
の

『西
洋
美
術
史
』

(
一
九
二
八
年
初
版
)
に
用

い
ら
れ

た
こ
と
も
見
落
と
せ
ま
い
。
同
様

の
服
装
と
い
う
着
想
を
こ
の
作
品
か
ら
得
た

豊
子
愃
は
、
肩
を
組
む
ポ
ー
ズ
と
組
み
合
わ
せ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
肩
を

組
む
人
物
図

(
一
組
ま
た
は
二
組
)
は
豊
子
榿

に
は
数
多
く
あ
り
、
ゴ

ッ
ホ
か

ら

モ
チ
ー

フ
を
摂
取
し
た
の
だ
と
考
え
て
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
。
恋
人
同
士
の
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璽
婁

図8ゴ ッホ 「五人 の人物 のい るオ ーヴェールの道 と階段 」1890年

図7豊 子 榿 「PAIRS」 『学生 漫画』1931

年

図10豊 子榿 「密約」 『幼幼画集』1947年

図9豊 子 愃 「吃 皮 蛋」『学 生 漫画』1931

年

親
し
む
様
子
を
描
か
な
い
の
は
、
儒
教

観
念

の
強

い
作
者

の
自
己
規
制

の
た
め

で
あ
り
、
そ
の
代
わ
り
に
同
性

の
人
物

の
組
み
合
わ
せ
に
置
き
換
え
た
わ
け
で

あ
る
。

肩
を
組
む
二
組

の
人
物
図
を
描
く
に

は
、
豊
子
榿
と
し
て
は
か
な
り
特
異
な

状
況
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
で
も
、
彼
は
ほ
か
に
複
数
の
制
作
を
試
み
て

い
る
。
そ
れ
は
酒
に
酔

っ
た
人
物
を
支
え
て
歩
く

と
こ
ろ
を
描

い
た
も

の
だ
が
、
中
国
伝
統
絵
画
と

も
関
連
が
あ
り
、
ま
た
後

で
触
れ

る
と
し
よ
う

(図
版
30
、
31
参
照
)。
し
か
し
、
肩
を
組
む

一
組

の
人
物

で
あ
れ
ば
、
場
面
設
定
は
も

っ
と
簡
単

に

な
る
。
事
実
、
豊
子
榿
も
そ
こ
に
活
用

の
道
を
拓

い
て
い

っ
た
。
「吃
皮
蛋

(ピ
ー
タ
ン
を
食
ら
う
)」

(図
版
9
、
前
掲

『学
生
漫
画
』)、
「同
級
生
」
(同
前
)、
「男
学
生
在
女
学
生
前

是
道
徳
家

(男
子
学
生
は
女
子
学
生
の
前
で
は
道
徳
家
で
あ
る
)」

(『中
学
生
』

一

九
一三
二
年
十
二
月
号
)
な
ど
は
学
生

の
日
常
を
描
き
、

い
ず
れ
も
肩
を
組
む
人

物
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
を
描

い
た
作
品
に
お
い
て
も
肩
を
組
む
人
物
が
常
用
の
モ
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チ

ー

フ

と

な

っ
た
。

た

と

え

ば

「
初

相

思

(初

め

て

の
ラ
ブ

レ
タ

i
)
」

(前

掲

『
児
童

生

活
漫

画
』
)
、

「
歩

調

一
致

(
二
人

三
脚

)
」

(
一
九

三

八
ー

四
六

年
、

『豊

子

榿

精
品

画

集
』

一
九

八

八
年

)
、

「
密

約

(秘

密

の
デ

ー
ト
)
」

(
『幼

幼

画

集
』

一
九

四
七

年
)
、

「
児

童

楽

園

」

(香

港

『
星
島

日
報

』

「
児
童

楽
園

」
欄

挿
絵

、

一
九

五
〇

年

)
、

「
盲

者

与

跛

者

互

助

遊

戯

図

(
目

の
不
自

由

な
者

と
足

の
不

自
由

な
者

が

助

図11竹 久 夢二 「ち い さな ヒ ミッ」『小供

の国」1910年

図12豊 子 榿 「!!!」 『護 生 画 集』1929

年

け
合
い
な
が
ら
遊
ぶ
図
)」
(『弘
化
月
刊
』

一
九
五

一
年
)、
そ
し

て

「倚
門

(玄

関
に
も
た
れ
て
)」
(前
掲

『児
童
漫
画
』)
な
ど
で
は
、

一
組

の
子
ど
も
を
描

い

た
り
、
群
像

の
な
か
に
肩
を
組
む
人
物
を
配
置
し
た
り
、
幅
広
く
応
用
さ
れ
て

い

っ
た
様
相
が
見
受
け
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
ゴ

ッ
ホ
の
影
響
の
み
に
よ

っ
て
描
か
れ
た
わ

け
で
な
く
、
ほ
か
の
画
家

の
作
品
を
参
照
し
た
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
。
前

掲

「同
級
生
」

の
題
材
は
竹
久
夢

二
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
ま
た

「密
約
」

(図
版
10
)
も
夢
二
の

「
ち
い
さ
な
ヒ
ミ
ッ
」
(図
版
11
)
と
関
連
が
あ
ろ
う
。

作
品
の
影
響
関
係

に
複
合
的
要
素
が
認
め
ら
れ
る
の
は
な
ん
ら
不
自
然
な
こ
と

図13ゴ ッホ 「一足の靴」1886年

で
は
な
い
。

で
は
、
曲豆
子
榿
が

「
二
人

の
子
ど

も
」
や

「歩
く
恋
人
た
ち
の
い
る
跳
ね

橋

の
風
景
」
に
注
目
し
た
の
は
な
ぜ
だ

ろ
う
か
。
ま
ず
、
人
物
中
心

の
絵
画
が

彼
に
と

っ
て
新
鮮
で
あ
り
、
文
人
画
に

は
な
い
人
物
画
の
モ
チ
ー
フ
を
彼
は
取

り
入
れ
た
の
だ
と
い
え
る
。
現
代

の
人

物
を
中
心
に
制
作
す
る
の
が
彼

の
基
本

姿
勢

で
も
あ

っ
た
。
そ

の
う
え
、
絵
画

の
意
味
を
重
視
す
る
豊
子
愃
を
ひ
き

つ

け
て
放
さ
な
い
の
は
、
人
間

の
親
密
さ
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の
表
現
と
い
う
点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ゴ

ッ
ホ
兄
弟

の
愛
情
溢
れ
る
物
語
を

彼
は
熟
知
し
て
い
た
は
ず

で
、
こ
の
二
作
品

か
ら
愛
を
渇
望
し
、
表
現
す
る
ゴ

ッ
ホ
の
心
を
読
み
取
り
、
強
い
感
動
を
受
け

た
に
ち
が
い
な
い
。
ゴ
ッ
ホ
自
身

も
農
作
業
を
す
る
二
人
連
れ
や
、
風
景
の
中

に
相
親
し
む
二
人
連
れ
を
描
き
こ

　
ヨ

　

む
こ
と
が
よ
く
あ
り
、
二
組

の
恋
人
を
描

い
た
作
品
は
ほ
か
に
も
あ
る
。
そ
う

し
た
特
色
を
豊
子
榿
は
見
抜

い
た
こ
と
に
な

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼

は
み
ず
か

ら
の

一
連

の
秀
作
を
生
み
出
し
て
い
っ
た

の
だ
と
考
、兄
ら
れ
る
。

次
に
、
「宗
教
」
を
描

い
た
豊
子
愃
と
ゴ

ッ
ホ
と
の
関
連
を
見

て
み
よ
う
。

ミ
レ
ー
作
品
は
仏
教
絵
解
き
『護
生
画
集
』
(豊
子
愃
画
、
李
叔
同
ほ
か
書
、
第

一
ー

第
六
集
、

一
九
二
九
-
七
六
年
)
の
図
像
源
泉

の

一
部
と
な

っ
た
の
だ
が
、
ゴ

ッ

ホ
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
豊

子
榿

の

「!
!
!
」
(図
版
12
、
『護

生
画
集
』

一
九
二
九
年
)
と
ゴ

ッ
ホ
の

コ

足

の
靴
」
(図
版
13
、

一
八
八
六
年
)

を
比
較
し
て
み
た
い
。
前
者
は
革
靴
を
履

い
た
足
が
虫
を
踏
も
う
と
す
る
瞬
間

を
描
い
た
も

の
で
、
後
者
は
静
物
画
で
あ
る
。
前
者
は
足
も
と
の
小
動
物
、
昆

虫

に
も
気
を

つ
け
る
よ
う
に
と
い
う
仏
教

の
教
え
を
説
く
作
品
、
後
者
は
、、、
レ

ー
の

「木
靴
」
(A

・
サ
ソ
ス
ィ
エ

『
ミ
レ
ー
の
生
涯
と
作
品
』

一
八
八
一
年
所
収
)

　
　

ソ

に
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
い
わ
れ
る
。
込
め
ら

れ
た
意
味
と
表
現
手
法
と
も

に
隔

た

り
が
あ
る
も

の
の
、
新
た
な

モ
チ
ー
フ
の
摂
取

に
際
し
て
、
随
意
に
変
換

し
応

用
す
る
と
い
う
豊
子
榿
の
特
徴
を
考
慮
す

れ
ば
、
靴
と
い
う

モ
チ
ー
フ
を
ゴ

ッ

ホ
か
ら
得
た
可
能
性
は
充
分
あ
る
。
ま
た
、
中
国
絵
画
に
も
洋
画

に
も
靴

の
み

を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
作
品
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ゴ

ッ
ホ

は
繰
り
返
し
靴
を
描

い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
豊
子
愃
が
親
炙
し
て
い

た

『
ゾ
ソ

・
ゴ
オ
グ
』

の
挿
絵
に

コ

足

の
靴
」
が
使
わ
れ
、
そ
こ
で
著
者
黒

田
重
太
郎

は
日
常

の
平
凡
な
対
象
を

「即
興
詩
」
に
形
成
さ
せ
る
ゴ
ッ
ホ
の
才

能
を
批
評
し
て
い
る
。
「脱
ぎ
捨

て
た
ま
ま
と
見
え
る

一
足
の
靴
」
も
詩
と
な

り
、
絵
画
の
モ
チ
ー
フ
と
な
り
う
る
の
だ
、
と
。

「
!
!
!
」
で
は
革
靴
を
履

い
た
都
市
生
活
者
の
足
を
描
く
が
、
山
歩
き
を
す

る
藁
靴
を
も
豊
子
愃

は

『護
生
画
集
』

に
描

い
た
。
「空
山
小
劫

(山
奥
の
小

さ
な
災
難
)」
(第
五
集
、

一
九
六
五
年
)
で
は
、
藁
靴
を
履
い
た
足
が

タ
ン
ポ
ポ

を
踏
み
潰
そ
う
と
す
る
瞬
間
を
と
ら
え
た
。
制
作

の
時
期
は

一
九
六
〇
年
代
前

半
と
考
え
ら
れ
、
前
作
と
は
か
な
り
離
れ
て
い
る
。
靴
は
豊
子
愃
に
と

っ
て
も

大
切
な

モ
チ
ー
フ
だ

っ
た
と

い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「宗
教
」
を
描

い
た
豊

子
愃
は
ゴ
ッ
ホ
か
ら
も

モ
チ
ー
フ
を
摂
取
し
た
形
跡
が
あ
る
。
が
、
影
響
は
限

ら
れ
た
も

の
で
あ

っ
た
。

農
民

の
肖
像
を
始
め
、
「労
働
」
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
ゴ

ッ
ホ
作
品

は
多
々

あ
る
。
中

に
は
ミ
レ
ー
を
模
写
し
た
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
も
豊
子
榿
が
入
手

で

き
た

一
九
二
〇
年
代
日
本

で
出
版
さ
れ
た
画
集

に
収

め
ら
れ
て
い
る
。
評
伝

『谷
訶
生
活
』
で
も
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
両
者

の
継
承
関
係
を
彼
は
知

っ
て

い
た
。
ま
た
、
両
者
に
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
を
彼
は
描

い
た
こ
と
も
あ

る
。
た

と
え
ば
、
ミ
レ
ー
の

コ

日
の
終
わ
り
」
(
一
八
六
七
-
六
九
年
)
を
ゴ

ッ
ホ
が

模
写
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
豊
子
愃
も
そ
の
人
物
ポ
ー
ズ
を
吸
収
し
た
も

の
の
、

ミ
レ
ー
原
図

の
図
版
が
入
手
可
能
だ

っ
た
の
で
あ
り
、
ゴ
ッ
ホ
の
影
響
と
は
特
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り
　

定

で
き
な
い
。
「
労
働
」
は
豊
子
榿

に
と

っ
て
重
要
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
り
な
が

ら
、
ゴ

ッ
ホ
と
は
あ
ま
り
関
連
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
炉
辺
で
料
理

を
す
る
女
性
を
描

い
た
ゴ
ッ
ホ
作
品
の
構
図
を
、
豊
子
榿

は

「労
働
」
と
は
異

な
る
テ
ー
マ
の
作
品
に
転
用
し
て
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

以
上

の
よ
う
に
、
豊
子
榿
が
ゴ

ッ
ホ
作
品
か
ら
汲
み
取

っ
た
の
は
、

ミ
レ
ー

に
通
じ
る
部
分
も
あ
る
が
、
ゴ

ッ
ホ
を
ミ

レ
ー
に
つ
な
が
る
画
家
と
し
な
が
ら

も
、
「労
働
」
や

「宗
教
」
に
関
し
て
は
、

ミ
レ
ー
ほ
ど
の
感
化
を
ゴ

ッ
ホ
は

豊
子
榿
に
与
え
な
か

っ
た
と
い
え
る
。

ミ

レ
ー
と
異
な
る
と
こ
ろ
に
、
豊
子
憧

は
ゴ
ッ
ホ
の
特
色
を
見
出
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
以
下
に
お
い
て
、
そ
れ
を
探
る

こ
と
に
す
る
。

二

文
人
画
法
に
よ
る

「肖
像
画
」

農
夫
を

モ
デ

ル
に
ア
ル
ル
で
肖
像
画
を
描
く
ゴ
ッ
ホ
に
つ
い
て
、
豊
子
榿
は

次

の
よ
う
に
述
べ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

農
夫
ら

の
顔

は
も
と
よ
り
粗
野
に
見
え
、
そ
れ
に
彼
の
描
き
方
が
独
特

で
、
描
か
れ
た
肖
像
は
い
つ
も
恐
ろ
し
げ

で
あ
る
。
そ
れ
を
喜
ば
な
か
っ

た
農
夫
た
ち
は
、
そ
の
う
ち
ゴ

ッ
ホ

の
モ
デ
ル
を

つ
と
め
よ
う
と
し
な
く

な

っ
た
。
ゴ
ッ
ホ
が
故
意
に
人
間
の
顔
を
そ
の
よ
う
に
描
く

の
だ
と
彼
ら

は
言

い
、
そ

の
絵
を

「戯
画
」
と
評

し
た
。
実
を
言
え
ば
、
彼
ら
に
は
絵

画
が
理
解

で
き
な
い
の
で
あ
り
、
ゴ

ッ
ホ
は
新
奇
な
描
き
方
を
し
て
い
る

の
だ
。
対
象

の
特
徴
を
看
破

し
、
そ
の
精
神
を
描
出
す
る
の
で
あ
る
。
写

　　
　

真

の
よ
う
に
そ

っ
く
り
丁
寧

に
描
く
必
要
は
な
い
。

西
洋
美
術
の
啓
蒙
的

エ
ッ
セ
ー
か
ら

の
引
用
で
あ
る
。

エ
ッ
セ
ー
で
は
ゴ
ッ

ホ
の
人
生
と
と
も
に
作
品

「
サ
ン

・
レ
ミ
の
精
神
病
院
」
「向
日
葵
」
「自
画

像
」
が
語
ら
れ
、
表
現
の
特
色

に
は

「向
日
葵
」
の

「強
く
明
る
い
色
彩
」
と
、

「自
画
像
」

に
見
ら
れ
る
写
実
に
よ
ら
ず

に
対
象

の
精
神
に
迫

る
手
法
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
天
才
的
な
洞
察
力
を
持
ち
、
対
象

の
特
徴
を
看
破

し
、
そ
の
精

神
を
描
き
出
す
方
法
は
ま
さ
に
文
人
画

の
も

の
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
豊
子
愃

の

ゴ

ッ
ホ
観
が
認
め
ら
れ
る
。
前
述

の
よ
う
に
、
豊
子
榿
は
ゴ

ッ
ホ
を
東
洋
風
な

文
人
画
家
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
ゴ

ッ
ホ
観

は
中
井
宗
太
郎

(
一
八
七
九
-

一

九
六
六
)
や
黒
田
重
太
郎

の
影
響
を
受
け
た
も

の
だ
が
、
引
用
文
の
記
述
は
黒

田
重
太
郎
著

『プ
ン

・
ゴ
オ
グ
』
に
も
と
つ
く
。

で
は
具
体
的

に
、
豊
子
榿
か
ら
見
て
ゴ

ッ
ホ
の
肖
像
画
は
ど
ん
な
特
徴
を
持

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
上
記

エ
ッ
セ
ー
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
中
国
美
術

の

優
位
を
主
張
す
る
論
文
で
、
豊
子
榿
は
ゴ

ッ
ホ
芸
術

の
特
徴
を

「奔
放
熱
烈
な

　れ
　

線
条
、
色
彩
」
と
述

べ
て
い
る
。
実
際
、
豊
子
榿
が
目
に
し
た
と
思
わ
れ
る
当

時
の
単
色
複
製
図
版

で
ゴ
ッ
ホ
の
数
々
の
肖
像
画
を
見
れ
ば
、
や
は
り
線

の
表

現
、
筆
触
が
眼
を
ひ
く
。

つ
ま
り
、
豊
子
榿

に
と

っ
て
、
ゴ

ッ
ホ
の
肖
像
画
は

躍
動
す
る
、
生
き
生
き
と
し
た
線
に
よ

っ
て
描
か
れ
た
、

い
わ
ぽ
文
人
画
法

に

よ
る
肖
像
画
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
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こ
う
し
て
、
文
人
画
法
に
よ
る
肖
像
画

を
ゴ

ッ
ホ
に
発
見
し
た
豊
子
榿
は
創

作
を
試
み
、

ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
を
数
点
残

し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
彼

の
初
期
作

品

で
、
「編
集
者
」
(『子
榿
漫
画
』

一
九
二
六
年
)、
「
三
十
老
人
」
(図
版
14
、
同

前
)、
「明
日
的
講
義

(明
日
の
講
義
)」
(『子
愃
画
集
』

一
九
二
七
年
)、
「被
火
酒

焼
傷
了
頭
部
的
方
光
熹
兄

(ア
ル
コ
ー
ル
で
頭
部
に
火
傷
を
負

っ
た
方
光
熹
さ

ん
)」
(
一
九
二
五
年
、
同
前
書
)
の
四
作
で
あ
る
。

ま
ず

「
三
十
老
人
」
を
見
て
お
こ
う
。
画
題

の
意
味
は
詳
ら
か
で
な

い
が
、

実
在

の
人
物
を

モ
デ

ル
に
し
た
作
品

で
、
肖
像
画
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

絵
画
に
意
味
を
添
え
よ
う
と
す
る
作
者
と

し
て
は
、

モ
デ

ル
の
ポ
ー
ズ
の
み
を

描

い
た
こ
の
よ
う
な
作
品

は
少
な
い
。
本
作

の
構
図
を
、
『ゾ

ソ
・
ゴ
オ
グ
』

に
も
図
版
が
掲
載
さ
れ
た

「医
師
ガ

シ
ェ
の
肖
像
」
(図
版
15
、

一
八
九
〇
年
)

と
比
較
す
る
と
、

い
く

つ
か
の
類
似
点
に
気
が

つ
く
。
と
も
に
坐
像

の
上
半
身

像
で
、
左
手
と
ひ
じ
の
位
置
が
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
。
画
面
左
下
方

の
空
間
も
三

角
形
を
な
し
、
「医
師
ガ

シ
ェ
の
肖
像
」
で
は
机

と
花
が
描
か
れ
、
豊
子
愃
は

足
を
組
ん
で
座
る
人
物

の
左
足
を
描

い
て

い
る
。
三
角
形
と
手
は
画
面
下
方
で

重
な
る
よ
う

に
配
置
さ
れ
、
位
置
が
同
じ

で
あ
る
。
描
き
方
に
し
て
も
揺
れ
る

よ
う
な
体

の
輪
郭
線
が
共
通
し
、
豊
子
憧

が
ゴ
ッ
ホ
に
見
出
し
た
豪
放
で
簡
略

な
線
の
表
現
を
駆
使
し
て
描
い
て
い
る
の
も
容
易

に
見
て
取
れ
よ
う
。
画
面
上

方
空
間

の
処
理
と
右
手

の
ポ
ー
ズ
に
差
異

は
あ
る
が
、
文
人
画
的
肖
像
画

の
制

作
に
ゴ

ッ
ホ
作
品
を
参
考
に
し
た
可
能
性

は
否
定

で
き
な
い
だ
ろ
う
。

次

に

『子
榿
画
集
』
に
掲
載
さ
れ
た

「
被
火
酒
焼
傷
了
頭
部
的
方
光
熹
兄
」

(図
版
16
)
を
と
り
あ
げ

た
い
。
ペ
ソ
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
作
品
で
、
ほ
と
ん
ど

の
作
品
が
筆

の
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
た

『子
榿
画
集
』

に
お
い
て
異
色

で
あ
る
。

本
作
品
は
す
ぐ
に
ゴ
ッ
ホ
の

「包
帯
を
し
た
自
画
像
」

(図
版
17
、

一
八
八
九

年
)
を
想
起
さ
せ
よ
う
。
こ
の
作
品
の
成
立

に
ゴ
ッ
ホ
の
自
画
像
が

モ
チ
ー
フ

と
し
て
背
後

に
あ
る
と
考
え
て
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
。
ゴ
ッ
ホ
作
品
と
違

い
、

本
作
品
は
自
画
像
で
は
な
い
。
し
か
し
特
定

の
人
物

の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
で
あ
り
、

肖
像
画
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
簡
略
な
背
景
空
間
が
病
床

の

一
角
を
思
わ
せ
、

半
分
以
上
が
包
帯
に
覆
わ
れ
た
顔
が
痛
々
し
く
異
様
で
も
あ
り
、
視
線
を
ひ
く
。

一
方
、
「包
帯
を
し
た
自
画
像
」
は
、
直
線
が
交
差
す
る
背
景
や
力
強
く
線
描

を
思
わ
せ
る
コ
ー
ト
の
輪
郭
線
、
荒
荒
し
い
筆

の
タ
ヅ
チ
の
諸
特
徴
が
、
豊
子

榿
作
品

に
通
じ
る
。
そ
の
う
え
、
豊
子
愃

の
ペ
ン
画
技
法

に
つ
い
て
も
、
蕗
谷

虹
児

(
一
八
九
八
ー

一
九
七
九
)
と

の
関
連
が
言
及
さ
れ
る
も

の
の
、
「工
筆
」

に
徹
さ
な
い
線

の
使
い
方
な
ど
か
ら
、
む
し
ろ
ゴ
ッ
ホ
の
影
響
が
色
濃
く
表
れ

　
お
　

て
い
る
と
見
た
ほ
う
が
い
い
。

し
た
が

っ
て
、
作
者
豊
子
榿
に
は
パ

ロ
デ

ィ
意
識
が
あ

っ
た
と
見
て
い
い
。

ほ
う
こ
う
と
う

方
光
熹

(
一
八
九
八
-

一
九
六
四
)
は
春
暉
中
学

に
つ
と
め
て
い
た
豊
子
愃

の

同
僚
で
あ
り
、
な
に
か
の
事
故
で
火
傷
を
負
い
、
彼
を
見
舞
う
お
り
、
豊
子
愃

が
描
い
た

一
枚
で
あ
る
、
と
い
う
推
測
が
成
り
立

つ
。
ゴ
ッ
ホ
の
自
画
像
を
知

っ
て
い
た
彼
ら
の
間
で
は
パ
ロ
デ

ィ
と
し
て
の
面
白
さ
が
あ
り
、
そ
れ
で
あ
え

て
画
集

に
加
え
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ゴ

ッ
ホ
が

一
般
読
者

に
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
鮮
な
画
題
だ

っ
た
に
ち
が

い
な
い
。
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豊 子皚 とゴ ッホ

図14豊 子'「豈 「三十 老人」 『子愃漫 画』1926年図15ゴ ッホ 「医師 ガシェの 肖像」1890年

図16豊 子愃 「被火酒焼傷了頭部的方光熹兄」1925年

ほ
か
の
二
作
品
も
実
在

の
モ
デ

ル
を
筆

の
線

で
と
ら
え
た
作
品
で
、
豊
子
榿

の
実

験
的
な

「文
人
画
法
に
よ
る
肖
像
画
」

の

試
み
と
見
て
よ
い
。
文
人
画

に
お
い
て
、

肖
像
画
が
描
か
れ
て
こ
な
か

っ
た
わ
け
で

は
な
か
ろ
う
が
、
豊
子
愃
作
品

の
新
鮮
味

は
油
絵

の
構
図
を
取
り
入
れ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
写
実

に
よ
ら

な
い
と
は
い
う
も

の
の
、
人
物

モ
デ

ル
の

ポ
ー
ズ
そ
の
ま
ま
に
描
く
と
い
う
手
法

は

や
は
り
西
洋
絵
画
の
方
法
と
し
て
受
け
取

図17ゴ ッホ 「包帯を した 自画像」1889年

ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

よ

っ
て
、
伝
統
文
人
画

の

表
現
に
西
洋
美
術
の
方
法

を
加

味

し
、
豊

子
愃

の

「文
人
画
法

に
よ
る
肖
像

画
」
が
創
出
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

三

文

人

的

「
静
物
画
」

の
誕
生
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図19ゴ ッホ 「馬鈴薯 を食 べ る人たち」1885年

図18豊 子榿 「人 散 後、一鉤 新 月天如 水」『子 愃

漫画』1926年 、初 出は 『我們的七 月』1924年

 

「肖
像
画
」

の
み
で
な

く
、
豊
子
愃

の
初
期
作

品

に
は

「静
物
画
」
も

あ

る
。
そ
れ
ら
も
や
は

り
筆
の
タ

ッ
チ
を
特
色

と
し
、
文
学
雑
誌
な
ど

に

コ
マ
絵
と
し
て
発
表

さ
れ
た
。
画
題
に
詩
句

が
付
け
ら
れ
る
こ
と
も

多
く
、
そ
の
意
味

で
も

詩
画

一
致
を
目
指
し
、

文
人
画

の
一
種
と
言
う

こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
構
図
は

「静
物
画
」

の
趣
を
示
し
、
厳
密
な

意
味

で

「静
物
画
」
の
定
義

に
従
う
も

の
で
は
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
斬
新
な

文
人
画
的
な

「静
物
画
」
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

ら
の
作
品

の
誕
生
に
も
、
ゴ

ッ
ホ
作
品
が
関
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
し
た
作
品
を
ゴ

ッ
ホ
と
の
関
連
か
ら
、

い
く

つ
か
解
読
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
豊
子
愃
が
画
家
デ
ビ

ュ
ー
を
果
た
す
最
初
期
の
作
品

「人
散
後
、

一
鉤

新
月
天
如
水

(集

い
の
後
、
新
月
が
浮
か
ぶ
空
は
水

の
よ
う
)」
(図
版
18
、
前
掲

『子
榿
漫
画
』、
初
出
は

『我
們
的
七
月
』

一
九
二
四
年
)
を
見
て
み
よ
う
。
テ
ー

ブ

ル
の
上
に
ポ

ッ
ト
と

コ
ッ
プ
、
そ
し
て
小
皿
を
描
き
、
そ
こ
だ
け
に
注
目
す

れ
ば
、
静
物
画
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

集

っ
て
い
た
人
間
を
捨
象
し
た
と
こ
ろ
に
、
作
品

の
詩
的
な
余
韻
と
作
者

の

技
巧
が
感
じ
ら
れ
る
。
明
快
な
構
図
を
と
り
、
月
光
が
照
ら
す
卓
上
を
白
抜
き

の
余
白
と
し
、
画
面
上
方
に
巻

か
れ
た
簾
と
下
方

の
陰
影
を
表
す
竪
の
線
が
対

比
を
な
す
。
柱
が
上
下
を
繋
ぎ
、
少
し
斜

め
に
し
て
画
面
が
平
板

に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
、
抒
情
性
を
高
め
た
。
窓
外
は
上
弦

の
三
日
月
の
ほ
か
、
な
に
も
描

か
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
建
物
は
水
辺

の
楼
閣
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
水
辺

の
楼

閣
は
文
人
画

に
よ
く
見
ら
れ
、
豊
子
愃

の
モ
チ
ー
フ
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

本
作
品

の
巧
み
な
構
図
を
ゴ

ッ
ホ

「馬
鈴
薯
を
食

べ
る
人
た
ち
」
(図
版
19
、

一
八
八
五
年
)
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
よ
う
。

ラ
ン
プ
の
も
と
で
の
食
事
風
景

に
は
人
物
が
五
人
描

か
れ
て
い
る
。
人
物
を
消
去
し
て
み
る
と
、
建
物

の
し
き

り
壁

か
、
あ
る
い
は
柱
が
下
方

の
食
卓

の
角

に
ち
ょ
う
ど
当
る
位
置

で
、
食
卓
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:豊子憧 とゴ ッホ

図20豊 子榿 「人 散後 、一 鉤新 月天 如水」1938-

46年

 

上
方

に
ラ
ン
プ
が
吊
る
さ
れ
、
そ
の
上
に
は
家

の
天
井
か
、
梁
が
少
し
斜
め
に

描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
斜
め
に
伸
び
る
画
面
中
央

へ
の
太
線
の
下
に
横
の
短
棒

状

の
も
の
が
並
び
、
下
方
が
窓

で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
主
要
な
構
図
を
確
か
め

た
う
え
で
、
上
方
斜

め
の
太
線
を
さ
ら

に
延
ば
し
、
そ
の
す
ぐ
下

の
短
線
が
並

ぶ
と
こ
ろ
を
簾

の
細
い
横
線

に
描
き
直
し
、
窓
の
位
置
は
何
も
描
か
ず
に
窓
と

し
、

ラ
ン
プ
を
三
日
月
に
、
竪
の
太
線
を
梁

に
、
両
端

の
人
物

の
と
こ
ろ
を
竪

に
切
り
取
れ
ぽ
、
豊
子
愃
作
品
を
反
転
し
た
形
の
構
図
が
で
き
あ
が
る
。

詩
句
を
題
と
す
る
豊
子
榿
作
品
は
文
学

に
源
泉
が
あ
り
、
構
図

の

一
致
は
偶

然

に
す
ぎ
な

い
と
の
見
方
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
豊
子
榿
作
品
上
方

の
建

物
天
井
部
を
斜
め
の
太
線
で
描

か
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
必
然
性
は
乏
し
く
、
実

際
後
年

に
墨
と
淡
彩
で
描
き
直
さ
れ
た
同
作
品
の
画
面
上
方
に
は
斜

め
の
太
線

は
な
く
な
り
、
枠

に
平
行
し
た
簾

の
細

い
線

の
み
が
描

か
れ
、
そ
し
て
窓
に
平

行
し
て
テ
ー
ブ

ル
が
置

か
れ
た

(図
版
20
、

一
九
三
八
ー
四
六
年
、
前
掲

『豊
子

榿
精
品
画
集
』
)。
画
面
下
方
四
角

の
食
卓

の
形
、
そ
し
て
作
品
を
成
功
さ
せ
て

い
る
重
要
な
要
素

で
も
あ
る
そ
の
食
卓

の
置
き
方
な
ど
が

一
致
し
て
い
る
と
い

う

の
は
、
や
は
り
偶
然
と
は
い
え
ま

い
。
ゴ

ッ
ホ
の
本
作
品
は
各
種
画
集
に
は

必
ず
収

め
ら
れ
て
お
り
、
黒
田
重
太
郎

の

『ブ

ン
・
ゴ
オ
グ
』

の
図
版
に
も
含

ま
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
群
像
作
品
の
創
作

に
も
参
照
し
た
と
思
わ

れ
、
豊
子
愃
は
本
作
品
の
構
図
を
知
悉
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
ゴ

ッ
ホ
作
品

の

構
図
を
反
転
し
た
応
用
例
は
、
豊
子
愃

に
は
ほ
か
に
も
あ
る
の
で
あ
り
、
彼
は

　
　
　

そ
の
よ
う
な
構
図
借
用
法
を
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い

(図
版
21
、
22
参

照
)。し

た
が

っ
て
、
文
学
的
素
養

の
持
ち
主
豊
子
榿
と

「馬
鈴
薯
を
食

べ
る
人
た

ち
」

の
出
会

い
に
よ

っ
て
、
文
学
的
絵
画

「人
散
後
、

一
鉤
新
月
天
如
水
」
が

生
ま
れ
た
の
だ
、
と
い

っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
豊
子
愃
の
初
期
作
品
で
、
代
表
作
と
の
誉
れ
が
高

い

「紅
了
桜
桃
、

さ
く
ら
ん
ぼ

緑
了
芭
蕉

(桜
桃
が
赤
く
、
芭
蕉
の
葉
が
鮮
や
か
な
緑
色
に
)」
(図
版
23
、
前
掲

『子
榿
漫
画
』)
は
、
テ
ー
ブ

ル
か
ら
窓

へ
の
、
初
夏

の
眺
め
を
演
出

し
描

い
た

も

の
で
あ
る
。
机
上
に
は
桜
桃
を
盛

っ
た
皿
、

マ
ッ
チ
箱
の
上

に
タ
バ

コ
が
上

げ
る
煙
の
線
が
揺
れ
な
が
ら
上
昇
し
、
人
物

の
存
在
を
意
識
さ
せ
、
窓
外
を
眺

め
る
主
人
公
は

一
服
す
る
と
こ
ろ
だ
。
窓

に
溢
れ
そ
う
な
芭
蕉

の
葉
は
滴
る
緑

で
、
お
り
よ
く
ト
ン
ボ
も
飛
ん
で
き
た
。
直
線
と
曲
線
が

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
作

る
、
格
子
窓
と
芭
蕉
の
葉
が
画
面
上
方
を
左
右
に
分
か
ち
、
下
方

に
は
静
物
を
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図21ゴ ッホ 「ゴ ッホの寝室」1888年

図22豊 子 憧 「大 風 之 夜(強 風 の夜)」 『子 榿 画

集』1927年

燃
　

図23豊 子榿 「紅了桜桃、緑了芭蕉 」 『子榿 漫画』

1926年

図24ゴ ッホ 「ワイ ンボ トル と皿 に盛 った レモン

のある静物」1887年

置
き
、

こ
れ
も
明
瞭
な
構
図
と

い
え
る
。
上
下
空
間
を
煙
草

の

煙
や
、
桜
桃

の
皿
が
結
び
付
け
、

格
子
窓

の
格
子

の
下
端
を
桜
桃

よ
り
高
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、

上
下
空
間
の
乖
離
を
避
け
、
格

子
窓

の
下
部
と
皿
の
陰
影
を
黒

く
塗
り

つ
ぶ
し
、

メ
リ

ハ
リ
が

あ
る
う
え
渾
然

一
体
と
し
た
構

成
を
な
す
。

一
方
、
ゴ
ッ
ホ
の

「
ワ
イ
ソ

ボ
ト
ル
と
皿
に
盛

っ
た

レ
モ
ン

の
あ
る
静
物
」
(図
版
24
、

一
八

八
七
年
)
に
目
を
転
じ
る
と
、

画
面
は
上
下
に
分
割
さ
れ
、
構

図
は
単
純
で
あ
る
。
下
方
は
平

面

の
台
が
あ
り
、
上
に
レ
モ
ン

を
盛

っ
た
皿
、
皿
に
載
ら
な
い

レ
モ
ソ
ニ
個
と
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
が
置
か
れ
、
ボ
ト
ル
が
上
方
画
面

に
伸
び
て
立

つ
。
区
切
ら
れ
た
画
面
上
方
は
竪

の
模
様

の
あ
る
壁
紙
か
布

の
平
面
。
色
彩
は

明
る
く
、
上
方
画
面
は
ピ
ン
ク
を
基
調
と
し
、
竪

の
模
様
は
赤
。
下
方
の
台
は
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豊:子榿 とゴッホ

図25ゴ ッホの贋作 「鰊 とパ イプ」

図26豊 子榿 「蜻蜒」 『子愃画集』1927年

灰
色
が
か
っ
た
緑

で
、

レ
モ
ン
は
黄
色
、
ボ
ト
ル
に
は
レ
モ
ン
と
台

の
色
が
反

射
さ
れ
、
色
彩
的

に
も
上
下
画
面
を

つ
な
ぐ
。
こ
の
画
面
下
部
を
下
げ
、
右
端

の
レ
モ
ソ
を

マ
ッ
チ
箱
と
タ
バ

コ
に
換
え
、
ボ
ト
ル
の
位
置
に
芭
蕉
を
描
け
ぽ
、

ほ
ぼ

「
紅
了
桜
桃
、
緑
了
芭
蕉
」

の
構
図
に
な
る
。
そ
の
う
え
、
色
彩
表
現
に

も
共
通
点
が
あ
る
。
豊
子
榿
作
品
は
単
色
と
は
い
え
、
赤
や
緑
な
ど
色
彩
鮮
明

な
画
面
を
想
像
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
と
皿
に
盛

っ

た

レ
モ
ン
の
あ
る
静
物
」

の
カ
ラ
ー
図
版
は
当
時

に
お
い
て
見
る
こ
と
が

で
き

な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
両
作
品

の
色
彩
表
現
を
関
連
付
け
る
に
は
証
拠
不

充
分
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
が
、
作
品
の
解
説
文
な
ど
か
ら
色
彩
イ
メ
ー
ジ

を

つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。
曲豆
子
憧

の
ゴ
ッ
ホ
評
伝
の
底
本
と

も
な

っ
た

『プ
ン

・
ゴ
オ
グ
』
で
は
、
本
作
品
を
図
版
に
採
り
な
が
ら
、
作
品

を
実
見
し
て
い
な
か

っ
た
黒
田
重
太
郎
は
、
「
シ
ト
ロ
ン
の
爽
か
な
黄
」
色
を

想
像
し
解
説
を
し
て
い
る
。

こ
の
言
葉
か
ら
画
面
全
体

の
様
子
を
思
い
浮
か
べ

る
の
は
難
し
い
。
と
こ
ろ
が
、

ゴ
ッ
ホ
の
別
の
静
物
画

に
対
す
る
黒
田
重
太
郎

の
解
説
を
見
る
と
、

背
景
は
淡
紅
と
朱
、
卓
布

は
普
魯
西
亜
青
の
濃
淡

で
、
鰊

の
干
物
が
朱

や
青
や
緑
の
交
互
並
置
に
成

っ
て
い
る
。
皿
の
白
と
緑

の
青
い

エ
マ
イ

ユ

　カ
　

色
が
好

い
効
果
を
有

っ
て
い
た
。

鵬

と
の
よ
う
に
詳
細
に
記
し
、
赤
や
緑
な
ど

の
色
彩
が
鮮
明
な

コ
ン
ト
ラ
ス
ト



図27豊 子愃 「置酒慶 歳豊、酔倒嫗与翁 」1960年 代末

よ り70年代初 め

を
作

る
画
面
を
思
わ
せ
る
。
単
色
図
版
「鰊

と
パ
イ
プ
」
(図
版
25
、
後
に
贋
作
と
判

　め
　

 明
)
に
対
す
る
解
説
だ
が
、
こ
の
作
品
も
画

面
を
上
下

に
分
割
し
た
構
図
で
あ
る
。

同
様

の
特
徴
を
も

つ
豊
子
榿
初
期
作
品

「蜻
蜒
」
(図
版
26
)
と
、
「
ワ
イ

ソ
ボ

ト
ル
と
皿
に
盛

っ
た
レ
モ
ソ
の
あ
る
静
物
」
や

「鰊
と
パ
イ
プ
」
と

の
間

に
は

見
過
ご
せ
な
い
類
似
点
が

い
く

つ
か
指
摘

で
き
る
。
ま
ず
、
分
割
さ
れ
た
画
面

に
は
筆
触

の
粗
い
平
行
線
が
使
わ
れ
、
空
間

の
分
割
を
目
立
た
せ
て
い
る
こ
と
。

平
行
線
や
直
線

の
間

に
は
円
形
、
楕
円
形

な
ど
の
曲
線
を
か
な
ら
ず
配
置
し
て

い
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
下
方

の
静
物
が
上
方
空
間
に
侵
入
し
、
両
者
を

つ
な
ぐ

役
目
を
荷

っ
て
い
る
こ
と
。
し
た
が

っ
て
、

ゴ
ッ
ホ
の
静
物
画
か
ら
豊
子
憧
が

構
図
を
模
倣
し
た
可
能
性
は
高

い
。
当
時
、
原
色
図
版
は
多
く
見
ら
れ
ず
、
色

彩
表
現
を
安
易

に
関
連
付
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
「
紅
了
桜
桃
、
緑
了
芭

蕉
」
と

「
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
と
皿
に
盛

っ
た
レ
モ
ン
の
あ
る
静
物
」
や

「鰊
と
パ

イ
プ
」
は
と
も
に
鮮
明
な
色
彩
対
照

に
よ
る
構
成

で
あ
る
と
い
う
点
で
、
共
通

し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

ゴ
ッ
ホ
の
構
図
を
参
照
し
な
が
ら
も
、
豊
子
愃
が
試
み
た
の
は
静
物
画
と
は

異
な
る
も

の
で
あ

っ
た
。
「紅
了
桜
桃
、
緑
了
芭
蕉
」
に
は
揺
れ
る
タ
バ

コ
の

煙
と
飛
ぶ
ト
ン
ボ
が
描
か
れ
、
「惜
別
」
(前
掲

『子
榿
漫
画
』
)
に
は
蝋
が

こ
ぼ

れ
な
が
ら
燃
え
る
蟻
燭
が
描
か
れ
て
い
る
。
作
品
に
は
動
的
な
要
素
が
あ
り
、

静
物
画
と
は
い
い
が
た
い
。

で
は
、
な
ぜ
豊
子
愃
は
静
物
画
そ

の
も
の
を
描
こ

う
と
し
な
か

っ
た
の
か
。
静
物
画
は
象
徴
性
を
表
現
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

豊
子
榿
に
は
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
彼

に

と

っ
て
、
静
物
画
は
文
学
的
絵
画
と
は
な
り
に
く

い
も
の
で
あ

っ
た
と
考
、兄
ら

れ
る
。
ま
た
、
豊
子
榿
と
ゴ

ッ
ホ
の
間

に
自
然
観

の
相
違
が
あ
る
こ
と
も
考
慮

し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
静
物
画

の
構
図
を
、
文
学
表
現

に
引
き
寄
せ
て
い
き
、

一
連

の

文
人
画
的
な

「静
物
画
」
を
豊
子
榿
は
残
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
や
は

り
静
物
画
を
見

つ
め
た
中
国
文
人

の
視
覚

の
、
新

た
な
所
産
と
い
、兄
る
。

四

ゴ

ッ
ホ
作
品
を
通
し
て
の
伝
統
再
発
見

テ
ー
ブ

ル
を
囲

ん
で
語
ら
い
、
ま
た
は
杯
を
交
わ
す
と
い
っ
た
複
数
の
人
物

図
を
豊
子
愃
は
た
び
た
び
描

い
た
。
類
似

の
モ
チ
ー
フ
は
文
人
画
手
本
集

『芥

子
園
画
伝
』
(
一
i
四
集
、

一
六
七
九
ー

一
八

一
八
年
)
に
も

「四
人
坐
飲
式
」
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豊子 愃 とゴ ッホ

図28豊 子榿 「草 草杯 盤 供語 笑、昏 昏灯 火話 平 生」

1938-46年

図29「 煎茶式」『全訳 芥子 園画伝 』第四冊、人

物 屋宇譜 よ り

と
し
て
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
の
中
国
絵
画
に
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
『芥
子
園
画
伝
』
に
見
ら
れ
る
同

モ
チ
ー
フ
は
古
風
な
衣
服
を
ま
と

い
、
山
水
風
景

に
添
え
ら
れ
る
た
め
の
点
景
と
し
て
描

か
れ
、
背
景
描
写
は
な

く
、
人
物
本
位

の
絵
画
で
は
な
い
。

一
方
、
豊
子
愃
が
描
く

の
は
、
現
代
生
活

に
お
け
る
人
物
中
心
の
絵
画

で
あ
る
。
現
代
風

の
髪
型
や
服
装
を
し
た
人
物
た

ち
が
、
ラ
ン
プ
ま
た
は
電
灯

の
も
と
で
テ
ー
ブ

ル
を
囲
ん
で
飲
食
し
、
談
笑
す

る
。
そ
れ
は
様
々
に
描
き
分
け
ら
れ
、
豊
子
愃
お
得
意

の
モ
チ
ー
フ
で
も
あ

っ

た
。一

例
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
晩
年
、
画
業

の
し
め
く
く
り
と
し
て
描

か
れ
た

「敝
帚
自
珍

(下
手
も
絵
の
う
ち
)」
(
一
九
六
〇
年
代
末
1
七
〇
年
代
初
期
)
に
は
、

「置
酒
慶
歳
豊
、
酔
倒
嫗
与
翁

(豊
年
祝
い
の
酒
に
、
老
い
た
母
と
父
が
酔

っ
た
)」

(図
版
27
)
と

い
う
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
四
角

の
テ
ー
ブ

ル
に
四
人
が

向
か
い
合
う
、
画
面
上
方
か
ら
電
灯
が
吊
る
さ
れ
て
い
る
。
テ
ー
ブ

ル
の
配
置

は

「
馬
鈴
薯
を
食

べ
る
人
た
ち
」
と
同
様

で
、
ほ
か
に
人
物
の
ポ

ー
ズ
に
も
共

通
す
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
右
端

の
男
性
が
お
酒
を
薦
め
よ
う
と
立
ち
上
が
り
、

右
手

に
酒
器
を
も

つ
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ゴ

ッ
ホ
作
品

で
は
同
じ
位
置

に
女
性

が
急
須

の
よ
う
な
食
器
を
手
に
注
ぐ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
酒
を
仕
向
け
ら

れ
て
も
、
杯
を
差
し
出
さ
ず
に
顔
を
上
げ
る
老
翁
の
位
置

に
、
ゴ
ッ
ホ
作
品
で

は
体

の
向
き
が
同
じ
く
、
同
様

に
背
も
た
れ
の
あ
る
椅
子
に
坐
る
男
性
が
描
か

れ
て
い
る
。
腕
を
机

に
置
き
、
後
ろ
姿
を
見
せ
る
の
は
、
酔

い
の
回

っ
た
母
親

で
あ
ろ
う
。
ゴ
ッ
ホ
作
品
に
も
同
位
置
に
後
ろ
姿
の
女
性
が
背
も
た
れ
の
な
い
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椅
子
に
坐

っ
て
い
る
。
そ
の
向

こ
う
側

に
、
豊
子
愃
は
杯
を
手

に
し
た
女
性
を

配
し
、
食
物
を
切
り
分
け
よ
う
と
す
る
ゴ

ッ
ホ
作
品

の
人
物
に
対
応
す
る
。
五

人
目
の
人
物
は
豊
子
愃
作
品
に
は
見
出
さ
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
酒
器
が
描
か
れ
、

食
物
を
差
し
出
そ
う
と
す
る
ポ
ー
ズ
は
酒

器
を
も

つ
人
物
に
受
け
継
が
れ
た
と

い
っ
て
い
い
。

こ
の
主
題
を
め
ぐ
る
豊
子
榿
の
作
品
は
実
に
多

い
。
そ
れ
だ
け
掘
り
下
げ
が

深
く
行
な
わ
れ
た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
展
開
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
ま

ず
、
灯
り
な
ど
を
描
き
込
ん
だ
、
テ
ー
ブ

ル
を
囲
む
室
内
群
像
図

は
数
多
く
、

　レ
　

枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
テ
ー
ブ

ル
を
室
外
、
建
物

の
入

り
口
に
置
く
作
品
も
多
々
あ
り
、
同

モ
チ
ー
フ
の
一
変
形
と
見

る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
こ
の
場
合
、
建
物

(住
宅
や
飲
食
店
)
の
角

の
垂
直
線
が
前
述

の
柱
と

　　
　

同
じ
位
置

に
配
さ
れ
、
さ
ら
に
窓
が
描

か
れ
る
こ
と
が
多

い
。

こ
れ
ら

の
作
品
に
は
実
景

ス
ケ
ッ
チ
の
形
を
と
る
も

の
も
あ

る
が
、
古
典
詩

歌
を
題
と
す
る
も

の
が
大
半
を
占
め
る
。

そ
れ
は
文
学
資
源
が
豊
富
に
あ

っ
た

と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
図
像

モ
チ
ー
フ

へ
の
意
識
を
も

つ
こ
と
に
よ
り
、
そ

れ
に
相
応
し
い
詩
句
を
発
掘
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
っ
た
ほ
う
が

い
い
。
し

た
が

っ
て
、
豊
子
榿
が
描
く
と
こ
ろ
の
文
学
的
絵
画
は
、
詩
句

の
画
題

に
先
立

ち
、
図
像
イ
メ
ー
ジ
が
彼
の
意
識
内

に
あ

っ
た
に
ち
が

い
な
い
。

つ
ま
り
、
文

学
が
彼

の
絵
画
創
作

に
口
実
を
与
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
文
学

に
出
会

い
、
図
像

イ

メ
ー
ジ
が
さ
ま
ざ
ま
に
再
構
成
さ
れ
て

い
く
特
徴
を
、
豊
子
憧
作
品
が
も

っ

て
い
る
。
そ
れ
は
ミ
レ
ー
作
品

「歩
き
は
じ
め
」
(
一
八
五
八
年
)
や

「鏡

の
前

の
ア
ン
ト
ワ
ネ

ッ
ト

・
エ
ベ
ー
ル
」
(
一
八
四
四
-
四
五
年
)
受
容

の
場
合

に
も

よ
く
現
れ
、
上
述
の

「馬
鈴
薯
を
食
べ
る
人
た
ち
」
も
同
様
だ
と
考
え
る
。

し
か
し
、
ゴ

ッ
ホ
の
構
図
の
み
に
よ
り
、
上
述

の
群
像
図
が
描

か
れ
た
の
か

と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
か

っ
た
。
中
国
古
典
文
学

に
創
作
契
…機
が
求
め
ら
れ

た
ほ
か
、
伝
統
絵
画
と
の
問
の
接
点
も
ま
た
必
要
だ

っ
た
の
で
あ

る
。

前
述

の
よ
う
に
、
テ
ー
ブ

ル
を
囲
む
群
像
表
現
は
、

『芥
子
園
画
伝
』
に
す

で
に
見
ら
れ
る
。
西
洋
美
術
を
習
得
し
始
め
た
頃
、
同
書
を
豊
子
榿
は
嫌
悪

の

目
で
見
て
い
た
。
し
か
し
、
中
国
伝
統
美
術
を
再
評
価
す
る
よ
う
に
な

っ
た

一

九
三
〇
年
代

に
入
り
、
彼
は
あ
ら
た
め
て
そ
れ
を
蔵
書
に
加
え
、
紐
解
く
よ
う

　ゆ
　

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
西
洋
美
術
を
見

つ
め
て
き
た
豊
子
榿
が
、
伝
統
美
術
を

再
発
見
す
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
彼

の
作
品
に
ど

の
よ
う
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
ゴ
ヅ
ホ
に
関
連
す
る
い
く

つ
か
の
モ
チ
ー
フ
の

表
現
が
、

い
か
な
る
変
遷
を
た
ど

っ
た
の
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
上
記
群
像
図
を
描
い
た
豊
子
榿
の
作
品
に
、
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
と

し
て

「
草
草
杯
盤
供
語
笑
、
昏
昏
灯
火
話
平
生

(粗
末
な
料
理
で
も
、
ラ
ン
プ
の

も
と
で
の
語
ら
い
に
は
充
分
だ
)」
(図
版
28
、

一
九
三
八
1
四
六
年
、
前
掲

『豊
子

榿
精
品
画
集
』
)
が
あ
る
。
テ
ー
ブ

ル
に
対
座
す
る
大
人
二
人
が
杯
を
手

に
談
笑

す
る
横

に
、
火
を
起
こ
し
な
が
ら
湯
を
沸
か
す
子
ど
も
が
描

か
れ
て
い
る
。
主

の
子
ど
も
が
茶
を
用
意
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
和
や
か
な
雰
囲
気
を
醸
し
出

す
。
し
か
し
、
こ
の
子
ど
も

の
表
現
は
文
人
画

に
よ
く
見
ら
れ
る
も

の
で
、

『芥
子
園
画
伝
』

に
も

「煎
茶
式
」

(図
版
29
)
と

い
う
画
手
本
が
掲
載
さ
れ
て
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豊子榿 とゴ ッホ

図30豊 子愃 「麦野桑村有酒 徒、過門相覓酔相扶。朱

門日 日教歌舞、也有儂家此楽 無P(村 里の酒飲み は、

よ く連 れ立 って飲み に行 っては、酔いつぶれ て支 えあ

って帰 って くる。歌や踊 りを毎 日教 える金満家で も、

こん な楽 しみ方 をす るのだ ろ うか)」1960年 代末 よ り

70年

図31豊 子 榿 「田翁爛 酔 身如 舞、両個 児童 策 上船」

1938-46年

い
る
。
ま
た
、
同
書

に
あ
る

「三
人
対
坐
式
」
「
四
人
坐
飲
式
」
は
、

い
ず
れ

も
テ
ー
ブ

ル
を
囲
む
群
像
図
そ
の
も

の
で
あ
る
。
文
人
た
ち
の
語
ら
い
を
描

い

た
古
来

の
作
品
は
数
知
れ
ず
、
そ
し
て
横

で
茶
を
沸
か
す
子
ど
も
が
し
ぼ
し
ぼ

見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

一
九
三
〇
年
代

に
入

っ
て
か
ら
豊
子
愃
作
品
に
伝

統
絵
画

の
モ
チ
ー
フ
が
採
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

つ
ま
り
、
伝
統
絵
画

と

の
接
点
が
見
出
さ
れ
、
豊
子
榿

は
み
ず
か
ら
の
表
現
を
幅
広
く
し
て
い
っ
た

と
い
え
る
。

同
様

の
例
を
も
う

一
つ
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
豊
子
愃

の
肩
を
組
む
人
物
図

は
ゴ
ッ
ホ
の
作
品
に
触
発
さ
れ
た
こ
と
は
前

に
述
べ
た
。

こ
の
モ
チ
ー
フ
は
学

生
、
子
ど
も
に
限
ら
ず
敷
衍
さ
れ
、
酒
に
酔

っ
た
人
を
支
え
て
歩
く
人
物
表
現

に
も
用

い
ら
れ
た
。
飲
酒
に
関
す

る
作
例
は
こ
と
の
ほ
か
多
く
、
こ
れ
か
ら
飲

み
に
い
く
と
い
う

「今
天
我
的
東
道

(今
日
は
私
が
お
ご
る
)」
(『都
会
之
音
』

一
九
三
五
年
)
や
、
酔

っ
た
二
人
が
肩
を
組
ん
で
歩
く
背
後

に
も
肩
を
組
む
子

ど
も
二
人
が
歩
く
と
こ
ろ
を
描

い
た
も
の

(図
版
30
)
や
、
酔
翁
を
子
ど
も
二

人
で
左
右
か
ら
支
え
て
船

に
乗
る
と
い
う

「
田
翁
爛
酔
身
如
舞
、
両
個
児
童
策

上
船

(し
た
た
か
に
酔

っ
た
農
夫
の
体
は
踊
る
よ
う
で
、
子
ど
も
二
人
で
船
ま
で
支

え
て
い
く
)」
(図
版
31
、

一
九
三
八
-
四
六
年
、
前
掲

『豊
子
愃
精
品
画
集
』)
な

　の
　

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
多
く
は
古
典
文
学

の
飲
酒
詩
を
糸
口
に
現
代
風
に
描

い
た

も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
も
ゴ

ッ
ホ
作
品

の
人
物
ポ
ー
ズ
を
借
り
、
豊
子
愃
が
す
べ

て
新

た
に
創
作
し
た
も

の
と
は
い
い
が
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
伝
統
絵
画
に
は
酔
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図33 ゴッホ 「炉辺の女」1885年

図32蔡 汝佐 「送春」 『五言唐詩』明 末

図34豊:子 愃 「小xf灯 前 自煮茶」 『客 窓漫画』1942年

図35富 岡鉄斎 「高士煎茶図」(部 分)1916年
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豊子燈 とゴ ッホ

っ
た
文
人
風
の
人
物
を
従
僕

の
子
ど
も
が
支
え
る
図
像
が
見
出
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
酒

に
酔
う
と
い
う
状
況

の
も
と
で

の
肩
を
組
む
人
物

の
表
現
が
、
伝
統

絵
画
に
す
で
に
あ

っ
た
の
だ
。
豊
子
榿
が

そ
れ
を
多
く
描

い
た
の
も
伝
統
に
正

当
化
さ
れ
た
か
ら

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
実

際
、
「田
翁
爛
酔
身
如
舞
、
両
個
児

童
策
上
船
」
と

『五
言
唐
詩
』
(明
末
刊
、
『八
種
画
譜
』
所
収
)
の
な
か
の

「送

春
」
(図
版
32
)
は
、
と
も

に
花
咲
く
木

の
あ
る
水
辺
で
酔
う
人
物
を
支
え
る

子
ど
も
な
ど
を
描

い
た
も
の
で
、

一
脈
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
豊
子
愃
は
古
風

な
文
人
で
な
く
、
現
代

の
農
夫
を
描
く
が
、
古
典

モ
チ
ー
フ
を
踏
ま
え
て
い
る

と
み
て
よ
か
ろ
う
。

最
後

に
、
ゴ

ッ
ホ
の

「炉
辺

の
女
」
(図
版
33
、

一
八
八
五
年
)
と
豊
子
榿
作

品
と

の
関
連
を
取
り
上
げ

た
い
。
ゴ

ッ
ホ
が
描
く
の
は
、
女
性
が
炉

の
前

に
腰

掛
け
、
料
理
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
豊
子
憧
の

「
小
牡
灯

前
自
煮
茶

(灯
り
の
も
と
で
、

一
人
竈
で
茶
を
沸
か
す
)」

(図
版
34
、
『客
窓
漫
画
』

一
九
四
二
年
)
で
は
、
中
年
と
見
え
る
男

性
が
腰
掛
け
、
茶
を
沸
か
し
て
い
る
。

構
図

の
一
致

は
明
白
で
あ
ろ
う
。
吊

る
さ
れ
た
鉄
瓶
の
位
置

に
、
豊
子
愃
は
灯

り
を
描
き
、
詩
句
の
題
字

は
ち

ょ
う
ど
ゴ

ッ
ホ
作
品
の
女
性
が
背
に
す
る
燃
料

の
束
の
位
置

に
相
当
す
る
。

さ
て
、
ゴ

ッ
ホ
の
構
図
に
従

い
な
が
ら
も
、
豊
子
榿
は
女
性

で
は
な
く
、
男

性
を
描

い
て
い
る
。
同

一
モ
チ
ー
フ
を
描

い
た

一
連

の
作
品
を
見
て
も
、
女
性

は
わ
ず
か
童
女
が
湯
を
沸
か
す
と
こ
ろ
を
描
い
た

一
枚
の
み
で
あ
る
。
成
年
女

性
を
描
か
な
い
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
作
品
は

「高
士
煎
茶
図
」

(図
版
35
)
の
流
れ
を
汲
む

か
ら
で
あ
る
。
さ
ま
ざ

ま
に
描

か
れ
た
同

モ
チ
ー

フ
で
の

「高
士
」
は
文
人
で
あ
り
、
女
性
で
は
な
い
の
だ
。
豊
子
榿

の
描

い
た

童
女
も
、
文
人
画

に
よ
く
見
ら
れ
る
従
僕
を
思
わ
せ
る
。
よ

っ
て
、
ゴ

ッ
ホ
作

品

の
構
図
を
用
い
て
、
豊
子
愃
は
文
人
画

の
モ
チ
ー
フ
に
も
と
つ
く
制
作
を
し

た
こ
と
に
な
る
。
彼
は
現
代
風
な
人
物
を
描
き
、
古
風
な
文
人
で
は
な
い
に
せ

よ
、
画
題

か
ら
も
世
俗
的
で
な
い
、
高
雅
な
人
物
だ
と
わ
か
る
。

こ
こ
で
、
豊
子
愃
が

ゴ
ッ
ホ
の
作
品
を
文
人
画

モ
チ
ー
フ
に
応
用
し
た
こ
と

の
意
味
を
問
い
た
い
。
ま
ず
、
制
作
時
期
は

一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら

一
九
四

二
年
以
前
と
い
う
こ
と
は
、
彼
が
伝
統
絵
画

の
見
直
し
を
行

っ
て
い
た
時
期
と

重
な
る
。
文
人
画

の
モ
チ
ー
フ
が
彼

の
作
品

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ

て
い
た
。
そ
こ
で

「高
士
煎
茶
図
」
な
ど

の
文
人
画
作
品
を
目
に
し
た
彼

は
、

「炉
辺

の
女
」

の
構
図
と
の
類
似
性
を
発
見
し
、
そ
れ
を
借
用
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
プ
ン
・
ゴ
オ
グ
』
を
通
し
て

「炉
辺

の
女
」
に
接
し
た

で
あ
ろ
う
豊
子
榿
は
、
ゴ

ヅ
ホ
の
表
現
と
文
人
画
の
親
縁
性
を
見
出
し
た
可
能

性
も
あ
る
。
同
書
で
は
ゴ
ッ
ホ
の
表
現
方
法
と
文
人
画
と
の
近
似
が
ほ
の
め
か

さ
れ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
豊
子
榿
も
ゴ

ッ
ホ
を
東
洋
風
な
画
家
と
見
な
す
に
至

っ

た
の
だ
が
、
筆
触
や
線

の
目
立

つ
単
色
図
版
か
ら
、
作
品
そ
の
も
の
も
文
人
画

の
特
徴
を
呈
し
て
い
る
と
見
え
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

結
び
に

m

前
述

の
よ
う
に
、
画
家
と
し
て
の
豊
子
憧
が
ゴ

ッ
ホ
か
ら
実

に
多
方
面

に
わ



た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
ゴ

ッ
ホ
の

「
二
人
の
子
ど
も
」

「
マ
ル
セ
ル
・
ル
ー
ラ
ソ
坊
や
の
肖

像
」
を
も
と
に
、
「
姉
妹
」
「兄
弟
」
「初
読

」
な
ど
を
創
作
し
た
り
、
「歩
く
恋

人
た
ち

の
い
る
跳
ね
橋

の
風
景
」

の
人
物

ポ
ー
ズ
を
子
ど
も

に
用
い
た
り
、
ゴ

ッ
ホ
の

「
子
ど
も
」

モ
チ
ー
フ
を
豊
子
榿
が
取
り
入
れ
た
様
相
が
見
受
け
ら
れ

た
。
そ
れ
は
、
「子
ど
も
」
「宗
教
」
「労
働

」
を
描
く
画
家
と
し
て
豊
子
愃
が

影
響
を
こ
う
む

っ
た
ミ
レ
ー
に
通
じ
る
側
面
で
も
あ
る
。
西
洋
美
術
に
お
け
る

人
物
画

の
特
色

の
ひ
と

つ
、
多
様
な
人
物
ポ
ー
ズ
が
中
国
画
家
豊
子
榿
に
よ

っ

て
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
静
物
画
や
肖
像
画
も
豊
子
愃
作
品
に
衝
撃
を
及
ぼ
し
た
形
跡
が
見
ら

れ
た
。
画
家
デ
ビ

ュ
ー
時
の
佳
作

「人
散
後
、

一
鉤
新
月
天
如
水
」
は

「馬
鈴

薯
を
食
べ
る
人
た
ち
」
か
ら
人
物
を
取
り
去
り
、
構
図
を
反
転
さ
せ
た
形
で
あ

り
、

コ
ッ
プ
と
ポ

ッ
ト
の
み
を
置

い
た
テ
ー
ブ

ル
の
描
写
は
静
物
画

の
趣
を
見

せ
る
。
ほ
か
に
も
、
詩
画

一
致
を
特
色

と
し
な
が
ら
、
静
物
画
を
思
わ
せ
る
作

品
が
豊
子
愃
に
複
数
あ
る
が
、
そ
れ
も
ゴ

ッ
ホ
の

「
ワ
イ
ソ
ボ
ト
ル
と
皿
に
盛

っ
た
レ
モ
ン
の
あ
る
静
物
」
な
ど
の
構
図

を
参
考
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
、
豊
子
榿

の
文
人
画
的
な
静
物
画
が
生
ま
れ
た
わ
け
だ

が
、
洋
画
の
静
物
画
と
の
間

に
相
違
も
認

め
ら
れ
た
。

豊
子
愃
初
期
作
品
に
は
個
性
的
な
肖
像
作
品
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
制
作
に

も
ゴ

ッ
ホ
の
肖
像
画
技
法
が
、
影
を
落
と

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
三

十
老
人
」
と

「医
師
ガ

シ
ェ
の
肖
像
」
は
構
図
に
共
通
点
が
見
ら
れ
、
「被
火

酒
焼
傷
了
頭
部
的
方
光
熹
兄
」
は

「包
帯
を
し
た
自
画
像
」

に
モ
チ
ー
フ
を
得

た
パ
ロ
デ

ィ
作
品
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
筆
触

の
目
立

つ
筆
線
を
多
用
し
、

モ
デ

ル
の
性
格
表
現
を
目
指
そ
う
と
す
る
な
ど
と
、
ゴ
ッ
ホ
作
品
の
特
色
を
と

ら
え
た
豊
子
愃
は
、
そ
れ
を
応
用
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
豊
子
榿

の
人
物
群

像
や
空
間
表
現
に
も
、
ゴ
ッ
ホ
と

の
関
連
が
見
出
さ
れ
た
。
「置
酒
慶
歳
豊
、

酔
倒
嫗
与
翁
」
と

「
馬
鈴
薯
を
食
べ
る
人
た
ち
」

の
人
物
ポ
ー
ズ
が
類
似
す
る
。

し
か
し
、
ゴ
ッ
ホ
か
ら
構
図
、

モ
チ
ー
フ
を
受
け
入
れ
な
が
ら
も
、

ミ
レ
ー

受
容

の
場
合
に
も
通
じ
る
の
だ
が
、
豊
子
榿
作
品
は

つ
ね

に
文
学
表
現
と
結
合

し
よ
う
と
す
る
。
古
曲
ハ文
学
に
画
題
と
な
る
詩
句
を
求
め
る
ほ
か
、
ゴ

ッ
ホ
受

容
の
場
合

に
は
類
似

モ
チ
ー
フ
を
伝
統
絵
画
に
再
発
見
し
よ
う
と
す
る
傾
向
も

顕
著
に
表
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
本
文
で
は
、
肩
を
組
む
人
物
ポ
ー
ズ
を
ゴ

ッ

ホ
に
得

て
、
酔

っ
た
人
物
を
支
え
る
図
像
表
現
を
伝
統
絵
画

に
見
出
し
、
そ
れ

を
も
み
ず
か
ら

の
創
作
に
加
え
た
り
、
両
者
を
融
合
さ
せ
よ
う
と
し
た
り
し
た

様
相
を
検
証
し
た
。
西
洋
美
術

の
人
物
表
現

に
倣
い
、
作
品
を
描
い
て
き
た
豊

子
榿
は
伝
統
美
術

の
表
現
に
ふ
た
た
び
注
目
し
、
そ
れ
を
甦
ら
せ
よ
う
と
し
た
。

そ
う
し
て
、
肩
を
組
む
人
物
図
に
き
わ
め
て
近

い
人
物
ポ
ー
ズ

「携
手
式
」

(『芥
子
園
画
伝
』)
も
、
し
ば
し
ば
豊
子
愃
作
品
に
登
場
す
る
よ
う
に
な

っ
た

の

　れ
　

で
あ
る
。

以
上
の
よ
う

に
、
ゴ
ッ
ホ
作
品
の
受
容
を
通
し
て
、
豊
子
愃
が
伝
統
美
術
再

評
価

に
傾
い
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
た
。
ま
た
、

ゴ
ッ
ホ
作
品
に
見
ら
れ

る
文
人
画

の
特
徴

肖
像
画

の
用
筆
法
や
作
品

の
人
物
表
現
、
構
図
な
ど
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豊子榿 とゴッホ

を
豊
子
榿
が
取
り
入
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
当

時
流
布
し
て
い
た
伝
記
記
述
や
作
品
批
評
か
ら
だ
け
で
な
く
、
作
品
そ

の
も

の

か
ら
も
豊
子
榿
は
ゴ
ッ
ホ
を
東
洋
風
な
画
家
と
と
ら
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ゴ
ッ
ホ
作
品
の
東
洋
性
に
注
目
し
、
伝
統
美
術
と

の
接
点
を
探

っ
た
豊
子
愃
は

や
が
て
伝
統
的
な
モ
チ
ー
フ
に
も
開
眼
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
伝
統
回
帰
と
い

う
側
面
が
あ
る
の
は
確
か
だ
が
、
西
洋
と

の
融
合
を
図
り
、
伝
統
の
再
生
を
試

み
よ
う
と
い
う
積
極
的
な

一
面
も
あ

っ
た
こ
と
は
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
豊
子
榿

に
よ

っ
て
、
中
国
絵
画
は
ど
の
よ
う
に
変
貌
を
遂
げ
て
い

っ
た

の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
考
察
が
俟
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

注(
1
)

民
国
期

中

国

で
出
版

さ
れ

た
西

洋
画

家

伝
記

の
単
行

本

は
数
少

な

い
。
豊

子
榿

の
ゴ

ッ
ホ
評

伝

の
ほ

か
、
暼

見

の
限

り

で

は

『俾

L卞
索

(
ピ

カ

ソ
)

伝
』

(
(米
)

阿
爾

弗

烈

・
巴
爾

著
、

蘇
橋

訳

、
上

海

群
益

出

版
社

、

一
九

四

九
年

十

月

)
が

あ

る

の
み

で
あ

る
。

(2
)

拙

論

「
ゴ

ッ
ホ
は
文

人

画

家

か
ー

豊

子
愃

の
ゴ

ッ
ホ
観
」

『
比

較

文

学

研
究
』
第
七
十
号

(東
大
比
較
文
学
会
、

一
九
九
七
年
八
月
)
参
照
。

(
3
)

拙

論

「
「
労

働
」

「
子

ど

も
」

「宗

教

」

を
描

く

画

家
ー

豊

子

愃

と

ミ

レ

ー
」
『比
較
文
学
研
究
』
第
八
十
四
号

東
大
比
較
文
学
会
編
集
、
す
ず
さ
わ

書
店
発
行
、
二
〇
〇
四
年
十
月
二
十
八
日
。

(4
)

調
布
市
武
者
小
路
実
篤
記
念
館
編
集

・
発
行

『白
樺
ー
美
術

へ
の
扉

"
平

成
十
二
年
度
秋
の
特
別
展
』
二
〇
〇
〇
年
十
月
。

(5
)

豊
子
愃
と
竹
久
夢
二
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
拙
論

「漫
画
と
文
化
-

豊
子
榿
と
竹
久
夢
二
」
『比
較
文
学
』
第
三
十
六
巻

(日
本
比
較
文
学
会
編
、

一
九
九
四
年
三
月
)、
楊
暁
文

「竹
久
夢
二
の
影
を
出
て
ー

豊
子
愃
と
竹
久

夢
二
」
『東
方
学
』
第
八
十
八
号

(東
方
学
会
編
、

一
九
九
四
年
七
月
)、
陸
偉

栄

「豊
子
愃
と
竹
久
夢
二
ー

模
倣
か
ら
生
ま
れ
た
独
特
の
絵
画
世
界
」
『月

刊

し

に
か
』
第

十

二
巻

六

号

(通
巻

百

三
十

六

号
、

大
修

館

書
店

、

二
〇

〇

一

年

六

月
)

な
ど

が

あ

る
。
豊

子
愃

の
画
業

全

般

に

つ
い

て
は
、
陳

星

『
豊

子
榿

漫

画
研

究
』

(西
冷

印
社

、

二
〇
〇

四
年

三
月

)

を
参
照

。

(6
)

豊

子
燈

の
蔵
書

は
日
中

戦

争

に
よ
り

散
逸

し
た

た

め
、

そ

の
中

身

を
知

る

よ
し
も

な

い
。

し

か
し
、

日
本

の
出

版

物

を
、

彼

は
当
時

上

海

に
あ

っ
た
内

山

書
店

を
通

し

て
入
手

で
き

た

の

で
あ

る
。
愛

好

す

る
画
家

ゴ

ッ
ホ

の
画
集

を

兼

ね

た
伝

記

『
ゴ

オ

ホ
』

(中

川

一
政
著

)

を

購

入

し

た
可

能
性

は
高

い
。

彼

は

店
主

内

山

完

造

と
親

交

が

あ

り

、
内

山

氏

は

エ
ッ
セ

ー

「
豊

子
榿

先

生

」

(
一

九
五

六
年

、
内

山
著

『
花

甲
録
』

岩

波
書

店

、

一
九

六
〇

年

九
月

二
十

日

第

一

刷

、

一
九

八

一
年

九

月

十

五
日
第

五
刷

)

に
お

い
て
豊

子
愃

の

『
漱

石
全

集
』

購

入
を

め
ぐ

る

エ
ピ

ソ
ー
ド

を
書

き
記

し

て

い
る
。

(
7
)

豊

陳
宝

、
豊

一
吟
編

『豊

子

榿
漫

画

全
集

』
第

一
巻
、

京
華

出

版

社

、

一

九

九
九
年

二
月

、

一
〇
〇

頁
。

(
8
)

ゴ

ッ
ホ

「
ア

ニ
エ
ー

ル
の
公
園

を
歩

く

人

た

ち
」

(
一
八

八

七

年
)

は
花

咲
く

公
園

の
木

の
下

を
歩

く

男
女

と
、
親

し
く

ベ

ン

チ
に
座

る
男

女

の
二
組

を

画

面

の
中

心

に
据

え

て
い
る
。

(
9
)

e
皀

ω
奉

昌
目

び
。
饋

貫

く
き

Ω
。
ひq
げ
喜

ω
9

δ

α
①
竃
出
一Φ
戸

ミ

Nミ

§

§

O
鑿

冢

ロ
三
8

α
①
ω
ζ

磊
0
①
ω
Z
鋤
什δ
昌
き

〆

℃
曁

ω口

㊤
㊤
。。
も

ω
①
●
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(10
)

農

作
業

を
終

え
、

上
着

を
着

よ

う
と

す

る
農

民

を
描

い
た

、ミ
レ
ー

コ

日

の
終

わ
り
」

の
人

物

ポ

ー
ズ

に
も

と
つ

く

と
思

わ

れ

る
豊

子
愃

作

品

は
複
数

あ

る
。

た
と

え
ぽ

、

「
奏
凱

帰
来

解

戦
袍

(凱

旋

し

て
軍

服

の

コ
ー
ト

を
脱

ぐ
)
」

(
『大

樹
画

冊
』

一
九

四
〇

年
)
、

「
清

晨

聞

叩
門
、

倒

裳
往

自
開

(早
朝

の

ノ

ッ

ク
に
、
服

を
逆

さ

に
、

急

い
で
門

を
開

け

に
行

く
)
」

(
一
九

三

八
ー

四

六
年

、

前
掲

『
豊

子
榿

精

品

画

集
』
)
、

「慈

母

手

中

線
、

游

子
身

上

衣

(優

し

い
母

が

縫

っ
た
、

旅
衣

を
身

に
着

け

て
)
」

(
『新

晩

報
』

一
九

六

二

年
)

な

ど

で

は
男

性

が
外

套

を

脱
ぎ

、

ま

た

は
身

に

つ
け

る

と

こ

ろ
を
描

く
。

「
秋

千
慵

困

解

羅

衣

(ブ

ラ

ソ

コ
に
揺

ら

れ

て
眠

く

な

り
、
絹

の
上

着

を

脱

ぐ
)
」

(
「敝

帚

自

珍

」
)

で

は
、

子
ど

も

と
ブ

ラ

ン

コ
遊

び

を
す

る
母
親

が

上

着

を

脱

ぐ

と

こ

ろ

を
描

い
て

い
る
。

(
11
)

豊

子
榿

「自

己

割

了
耳

朶
的

画

家

(自

分

で
耳

を
切

り

落

と

し
た
画

家

)
」

『
教
育

雑
誌

』
第

二
十

二
巻

十

一
号
、

一
九

三
〇

年
十

一
月

、

一

一
四
頁
。

(12
)

豊

子
榿

「
中
国

美

術
在

現
代

芸

術

上
的

勝

利

(現
代

芸

術

に
お
け

る
冲

国

美

術

の
勝
利

)
」

『
東
方

雑

誌
』

第

二
十

七
巻

一
号

、

一
九

三
〇

年

一
月

十

日
、

六

頁
。

(
13
)

豊

子

愃

の
第

二
画

集

『
子
榿

画

集
』

(上

海

開

明
書

店

、

一
九

二
七

年

二

月

)

の
後
書

き

で
朱
自

清

は
、

同
画

集

に
収

め
ら

れ

た

ペ

ソ
画

は
蕗

谷
虹

児

の

描

き
方

を
模

倣

し

た
も

の
だ

、
と
豊

子
愃

み
ず

か
ら

の
言

葉

と

し

て
書

き

記

し

て

い
る
。

(14
)

「
大

風

之
夜

(強
風

の
夜

)
」

の
構

図

を

得

る

に

は
、

「
ゴ

ッ
ホ

の
寝

室

」

の
窓

際

一
角

を
切

り

取

り
、
少

し
変

更

を

加

え
、

反
転

さ

せ
れ

ば

よ

い
。

「
ゴ

ッ
ホ

の
寝
室

」

の
壁

に

か
け

た
帽

子

や
上
着

を
高

く

し
、
椅

子

の
位

置

に
は
卓

上

の

つ
ぼ

を

一
つ
下

ろ

し

て
置

き

、
画

面
左

端

の
壁

に

か
け

た
布

を
卓

上

に
置

き

、
小

さ
く

し

て
ネ

ク

タ
イ

の
よ
う

に
す

る
。

壁

に

か
け

た
額

縁

は
な

く

な

る

が

、

ラ
イ

ト
と
大

辞
典

が

ぶ

ら
下

げ

ら

れ

た
。

ラ
イ

ト

の
位

置

が

不
自

然

な

の

は
、
斜

め

に
交

差
す

る
線

を
作

り
出

す

た

め

で
あ

ろ
う
。

人
物

の
有

無
、
含

意

の
違

い
は
や

は
り
両

者

の
表

現

の
相

違

を
示

す

も

の

で
、

書
物

や
筆
記

具

は
豊

子
愃

作
品

の
人
物

の
文
人

性
を

表

し

て
い
る
。

(
15
)

黒

田
重

太
郎

『
プ

ン

・
ゴ

オ
グ
』

日
本

美
術

学

院
、

一
九

二

一
年

四
月

五

日
初

版
、

同
年

四

月

二
十

五

日
四
版

、

二
六

四
頁
。

(16
)

ゴ

ッ
ホ

「
鰊

と

パ

イ
プ

」

は
前

掲

『
プ

ソ

・
ゴ

オ

グ
』

『
ゴ

オ

ホ
』

を

は

じ

め
、

一
九

二

〇
年

代

日

本

で
刊

行

さ

れ

た

ゴ

ッ
ホ

の
画

集

(北

原

義

雄

編

『
ゴ

オ

ホ
画

集
』

ア

ト

リ

ヱ
社

、

一
九

二
五

年

十

月
初

版

、

一
九

二
九
年

十

月

普

及
版

な

ど
)

に
は
し
ぼ

し
ぼ
収

録

さ

れ

た
。

し

か
し
、
後

に

臼
・-しU
●

α
Φ

冨

国
鋤
旨
Φ
に
よ

っ
て
贋
作

と

さ
れ

た

(
一
.-しd
●
山
Φ

冨

「
①
一一一ρ

卜
8

隷

§

妃
§

O
§

目
Φ
ω

け
岳

鼠
O
昌
ω

Ω
・
<
鋤
P

O
Φ
ω
戸

一
㊤
ω
O
)
。

戦

後

出

版

の

ゴ

ッ

ホ

画

集

(
た
と

え

ば

『
ヴ

ァ

ン

・
ゴ

ッ
ホ
全

画
集

』

講

談

社
、

一
九

七

八

年

な

ど
)

に

は

見

ら

れ

ず

、
一
㍉
じd
.
α
Φ

冨

国
曽
一一一ρ

日
プ
Φ
芝

o
蒔

ω

o
h
≦

昌
o
Φ
三

く
譽

○
。
αq
貫

霞

ω
霊

耳

ぎ
σq
ω

四
巳

守

9
訌

轟

ρ

芝

Φ
こ
Φ
珠

①
缸

。。
巳

Z
一。
皀
ω
O
p

U
o
巳

O
p

H
㊤
刈
O
・
や

一
譽

=
巳
ω
冨

び

§

鳴

≧
§

9

§

貯
討

§

§

O
鴣

隷

寄

ミ

凡蠱

b
§
ミ

蠱

黷

ミ
魯
塁

ミ

嗹
詠
8

§

駄
肉
§
ミ
鼕

鉱

ミ
ミ
§

旦

§

9

ミ

鴣
ミ

肉
ミ
⑦§

ミ

ミ

ミ
鳴
§

碁
防
ミ

ミ
ミ

§

こ

§

O
龕

鳶

ω
巴
冨
巳

∪
Φ

ピ
譽

ひq
ρ

U
Φ
<
Φ
昌
8
が

Z
Φ
9
臼
冨
巳

ψ

一
㊤
㊤
①
.な
ど

の
カ

タ

ロ
グ

.
レ
ゾ

ネ

に
も

収
録

さ

れ

て

い
な

い
。

(17
)

さ

ま
ざ

ま

な
詩

句

に
よ
り
描

き

分

け
、
晩

年

の

「
敝

帚
自

珍
」

に
収

め

た

も

の
と

し

て

「夜

闌

更
秉

燭

、
相

対
如

夢

寐

(夜
が

更

け

て
燭

を

と

も

し
、
向

か

い
合

う

の
は
夢

の
よ
う

)
」

「挑

灯

風
雨

夜

、
往

事
従

頭

説

(風
雨

の
夜

に
ラ
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豊子榿 とゴ ッホ

ン
プ

を

と

も

し
、

昔

語

り

は
漏

ら

さ

ず

聞

こ
う

)
」

「
携

幼

入

室

、
有

酒

盈

樽

(子

ど

も

と
家

に
帰

れ
ぽ

、
食

事

が

で
き

て

い
る
)
」

「
勧

君

更

尽

一
杯

酒

(も

う

一
杯
飲

み

た
ま

え
)
」

「
可
嘆

無

知

己
、
高

陽

一
酒
徒

(
一
人

わ
び

し
く
、

酒

を
飲

む
)
」

(前

掲

『豊

子
榿

漫

画
全

集
』

第

十

六
巻

)
な

ど
が

あ

る
。

ほ

か

に
、

「
茶
店

一
角

(喫
茶

店

一
角

)
」

(
『劫

余
漫

画

』

一
九

四
七

年

)

は

ス
ケ

ッ
チ

の

形

を

と

り
、

「
米
貴

偏
逢

飯

量
加

(米
が

高

い

の
に
、
ま

す

ま
す
食

べ
盛

り
)
」

(『
申
報

』

一
九

四

七
年

)

や

「
四
両
送

年

酒
、

三

千
圧

歳

銭
、

莫
嫌

盤

餐

少
、

烽

火

正
連

天

(年

越

し

の
お
酒

は

四
両
、

お
年

玉
も

三
千

、

皿
数

が
少

な

い
と

文

句

を

い

っ
て

は

い
け

な

い
、
今

は
戦
時

中

な

の
だ

か
ら
)
」

(
一
九

四
七

年
、

前

掲

『
豊

子
榿

漫
画

全

集
』

第

六
巻

)
な

ど

は
韻

文

の
画

題

の
も

と

で
、

そ

れ

ぞ

れ
庶

民

の
日
常

を
描

く
。

こ

の
ほ

か

に
も
作

例

は
あ

る
が
、

逐

一
列

挙

し
な

い
。

(18
)

テ

ー
ブ

ル
を
室

外

に
置

き
、
自

然

景
物

を
描

き

入
れ

る

の
は
、
伝

統
文

人

画

に
よ
く
見

ら

れ

る
図
式

。

そ

こ
か
ら

の
影
響

も
考

慮

す

べ
き

で
あ

る
。
豊

子

愃
作

品

に
は

「
三
杯

不
記

主

人
誰

(
三
杯

目

で
す

っ
か
り

打

ち
解

け

る
)
」

(
一

九

四

一
年

、

『
子
榿

漫

画

全

集

之

一
・
古

詩

新

画

』

一
九

四

五
年

)
、

「
小

稟

呼

朋

三
面
坐

、
留

将

一
面

与

梅
花

(小

さ

な

テ

ー
プ

ル
で
も

三
人

は
坐

れ

て
、

残

り

の
席

を
花
咲

く

梅

の
木

に
与

え

る
と

し
よ

う
)
」

(前

掲

『
子
榿

漫

画
全

集

之

一
・
古

詩

新

画

』
)
、

「
遍

地

干

戈
在

、
迎

春

酒

不

香

(
い
た

る

と

こ
ろ

で
戦

い

が
続

き
、
花

見

の

お
酒

も
楽

し

め

な

い
)
」

(『
申

報

』

一
九

四
七

年

)
、

「
乗

涼

夜
飯

(納

涼
夕
食

)
」

(同
前

)

な
ど
が

あ

る
。

(
19
)

豊

子

榿

は

「我

的

書

H

『
芥

子

園

画

譜

』

(私

の

一
冊

"

『
芥

子

園

画

譜

』
)
」

(
『文

学

』
第

四
巻

四
号
、

一
九

三
五
年

四
月

一
日
)

で
、
同

書

購

入

の

経

緯

と

み
ず

か
ら

の
見

方

の
変
化

を
語

っ
て

い
る
。

(
20
)

ほ

か

に

「
看

花
携

酒

去
、

酒
酔

挿

花
帰

(酒

を
携

え
花

見

へ
行

き
、

花

を

髪

飾

り

に
酔

っ
て
帰

る
)
」

(
一
九

三

八

-

四

六
年

、
前

掲

『
豊

子

榿

精

品

画

集

』
)

も
あ

る
。

(
21
)

た

と
え
ば

、
友

人

の
肩

に
手

を

や

り
、

酒

を
飲

み

に
行

こ
う

と

誘

う
と

こ

ろ
を
描

く

も

の
に

「
年

豊
便

覚

村
居

好

、
竹

裏
新

添

売

酒
家

(竹

林

に
酒

を
売

る
店

が

オ

ー

プ

ン
し
、
豊

年

で
村
住

ま

い

の

よ
さ

を
実

感

す

る
)
」

(「
敝

帚
自

珍

」
)
が

あ

り
、

ほ

か

に

は
友

人

と

の
再

会
、

友

人

を

引

き
留

め

る
な

ど

の
場

面

が

よ
く
描

か
れ

た
。

図
版

資
料

出
典

一
覧

1

.

『
ゴ

オ

ホ
』

中

川

一
政

著

、

ア

ル

ス
、

一
九

二
五
年

四
月

初

版

、

一
九

二

八

年

四
月
普

及

版
、

以
下

ゴ

ッ
ホ
作

品

図

版

は
な

る
べ
く

豊

子
榿

が
触

れ

た
と
思

わ

れ

る
書

物

か
ら

と

っ
た
。

111098765432

前
掲
書
、
原
題
は

「幼
児
」

前
掲
書

『豊
子
榿
漫
画
全
集
』
第

一
巻
、
京
華
出
版
社
、

一
九
九
九
年
二
月

『豊
子
愃
漫
画
全
集
』
第
二
巻

前
掲
書

『豊
子
榿
漫
画
全
集
』
第
三
巻

亠則
掲

『ゴ
オ
ホ
』

前
掲

『豊
子
愃
漫
画
全
集
』
第
三
巻

前
掲

『豊
子
榿
漫
画
全
集
』
第
二
巻

竹
久
夢

二

『小
供

の
国
』

一
九

一
〇
年
、
こ
こ
は

『竹
久
夢

二
文
学
館

鮖



3
』

(日
本

図
書

セ

ソ
タ

ー
、

一
九
九

三
年

)

に
よ
る
。

12
.

豊

子
榿

画
、

李
叔

同

書

『
護
生

画

集
』

第

一
集

、
夏

林
含

英

出
版

、
台

北

純

文
学

出

版
社
有

限

公

司
発

行
、

一
九

八

一
年

八
月
初

版

、

一
九

九
〇

年

六
月

第

三
次

印

刷

13
.

黒

田
重

太
郎

『
ブ

ソ

・
ゴ
オ

グ
』

日
本

美
術

学
院

、

一
九

二

一
年

四

月

五
日

初

版
、

同
年

四
月

二
十

五
日

四
版

14
.

『
豊

子
榿
漫

画
全

集
』

第

四
巻

15
.
前

掲

『
プ

ソ

・
ゴ

オ
グ
』

16

.
前

掲

『豊

子
憧

漫
画

全
集

』
第

四
巻

17
.
並則
掲

『
ゴ

オ
ホ
』

18

.

『豊

子
愃

漫
画
全

集

』
第

八
巻

19

.

『
一
九

九

三

年

-

一
九

九

七

年

"
ゴ

ッ
ホ
と

そ

の
時

代
"

展
』

カ

タ

ロ
グ
、

1

「
ゴ

ッ
ホ
と

ミ

レ

ー
」
、

財

団
法

人

安

田

火

災

美
術

財

団

発

行
、

一
九

九

三

年
20
.

『豊

子
榿

漫
画

全
集

』
第

十
六

巻

21
.
北

原
義

雄
編

『
ゴ
オ

ホ
画

集
』

ア

ト
リ

ヱ
社

、

一
九

二
五
年
十

月
初

版

22
.
前
掲

『
豊
子
愃

漫

画
全
集

』

第

四
巻

23
.
前

掲

『
豊

子
愃
漫

画
全

集
』

第

八
巻

24
.
前

掲

『
ゾ

ソ

・
ゴ

オ
グ
』
、
原

題

は

「壺

と

シ
ト

ロ
ソ
」

25
.
前

掲
書

26
.
前

掲

『
豊

子
愃
漫

画
全

集
』

第

四
巻

27
.

「
敝
帚

自
珍

」
所

収
、

前
掲

『豊

子
憧

漫
画

全
集

』
第

十
六

巻

28
.
前

掲
書

29

.

『全

訳

芥

子

園

画
伝

』
第

四
冊

、
人

物

屋

宇

譜

、

ア

ト

リ

ヱ
社
、

一
九

三

五
年

十
月

30
.

「敝

帚
自

珍

」
所
収

、
前

掲

『豊

子
愃

漫
画

全
集
』

第

十
六
巻

。

31
.
前

掲
書

32
.

『
五
言

唐

詩
』

明
末

、

『
八
種
画

譜
』

所
収

、
美

術

出

版
美

之
美

、

一
九

七

八

年
復

刻

33
.
前

掲

『
プ

ン

・
ゴ

オ
グ
』

34
.

『
豊

子
榿
漫

画
全

集
』

第

八
巻

35
.
『没
後
八
十
年

最
後

の
文
人

鉄
斎
-

富
士
山
か
ら
蓬
莱
山

へ
』
出
光

美

術
館

編
集

・
発
行

、

二
〇

〇

四
年

一
月

、
煎

茶

は
文

人

と

の
関
連

が

深

く
、

「
烹
茶

図
」

「
煮
茶

図

」

と
も

い
わ
れ

る
同

テ

ー

マ
で
は
、

文
人

を
隠

者

と

し

て

描

く

こ
と
が

し
ば

し
ば

で
あ

る
。
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